
越
前
松
平
家
の
家
史
編
纂
に
つ
い
て
―
「
家
譜
」「
世
譜
」
の
史
料
解
題
―

長
野
栄
俊

は
じ
め
に

越
前
松
平
家
に
ま
つ
わ
る
文
書
・
書
籍
群
に
は
、
松
平
文
庫
（
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
）、
越
葵
文
庫
（
福
井

市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託
）、
福
井
市
春
嶽
公
記
念
文
庫
（
同
館
蔵
）、
越
国
文
庫
（
福
井
市
立
図
書
館
蔵
）
の

四
文
庫
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
松
平
家
お
よ
び
福
井
藩
の
歴
史
を
編
纂
し
た
史
料
、
い
わ
ゆ
る
家
史
・
藩
史
の
類

が
数
百
点
含
ま
れ
て
お
り
、「
家
譜
」
や
「
世
譜
」
の
名
称
を
持
つ
も
の
だ
け
で
も
十
数
タ
イ
ト
ル
に
の
ぼ
る
。

今
回
、
本
叢
書
で
初
め
て
翻
刻
さ
れ
た
越
葵
文
庫
の
「
家
譜
」（
以
下
、
越
葵
本
「
家
譜
」
と
い
う
）
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
『
福
井
県
史
』
や
『
福
井
市
史
』
な
ど
で
基
本
史
料
の
一
つ
と
し
て
部
分
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
同
名
や
類
似
名
の
史
料
が
あ
ま
り
に
多
い
た
め
、
一
般
の
読
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
研
究
者
に
す
ら
少

な
か
ら
ぬ
混
乱
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
庫
に
収
ま
る
史
料
の
う
ち
、「
家
譜
」「
世

譜
」
の
名
を
持
つ
も
の
を
中
心
に
、
二
二
に
分
け
て
松
平
家
の
家
史
史
料
の
解
題
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
越
葵
本

「
家
譜
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
最
後
、「
二
十
二
、
明
治
四
十
年
代
成
立
「
家
譜
」」
に
お
い
て
、
そ
の
成
立
事

情
を
考
察
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
「
家
譜
」
と
い
い
、「
世
譜
」
と
い
い
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
用
語
な
の
だ
ろ
う

か
。『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
に
よ
れ
ば
、「
家
譜
」
と
は
「
そ
の
家
の
系
譜
。
一
家
の
系
図
」
で
あ
り
、

「
世
譜
」
と
は
「
代
々
の
血
筋
を
記
録
し
た
系
譜
。
系
図
。
世
系
」
と
あ
る
。
と
も
に
本
来
的
に
は
家
の
「
系
譜
」

で
あ
り
、「
系
図
」
で
あ
る
点
に
相
違
は
な
い
。『
国
史
大
辞
典
』
に
は
「
家
譜
」
の
項
が
立
て
ら
れ
、「
系
図
は

人
名
を
系
線
で
つ
な
ぎ
父
子
関
係
を
表
わ
し
、
各
人
名
の
も
と
に
簡
単
な
経
歴
・
事
績
な
ど
を
記
す
が
、
家
譜
は

文
章
体
で
、
一
家
の
始
祖
に
始
ま
る
歴
代
の
続
柄
・
経
歴
・
事
績
を
書
き
あ
げ
る
の
が
特
徴
。（
中
略
）
近
世
以

解

説



降
の
家
譜
は
、
系
図
の
性
格
が
強
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

近
世
以
降
の
「
家
譜
」
の
う
ち
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
に
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
や
は

り
大
名
・
旗
本
・
御
家
人
の
系
図
集
で
あ
る
。
同
書
で
は
、
家
督
相
続
者
の
幼
名
や
号
、
受
領
名
、
生
誕
、
元
服
、

婚
姻
、
叙
位
任
官
、
襲
封
、
公
役
、
致
仕
、
卒
去
、
年
齢
、
法
名
、
葬
地
、
妻
室
な
ど
の
公
的
な
経
歴
・
事
蹟
を

簡
略
に
記
し
、
各
代
を
系
線
で
つ
な
い
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
越
葵
本
「
家
譜
」
は
、
公
的
な
事
柄
の
記
載
に

加
え
、
藩
政
や
家
政
全
般
に
わ
た
る
詳
細
な
記
載
を
持
ち
、
関
連
す
る
幕
命
や
藩
法
、
書
�
等
も
豊
富
に
引
用
し

て
い
る
点
で
、
系
図
的
性
格
の
強
い
一
般
的
な
「
家
譜
」
と
は
性
格
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
異

な
「
家
譜
」
を
編
製
し
た
松
平
家
の
家
史
編
纂
事
業
の
一
連
の
流
れ
を
追
う
こ
と
も
、
本
稿
が
目
的
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

以
下
、
解
題
対
象
史
料
の
な
か
に
は
、
一
部
に
系
図
的
性
格
の
強
い
も
の
も
含
め
た
が
、
基
本
的
に
は
文
章
体

で
記
さ
れ
た
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
例
え
ば
「
大
安
公
御
略
伝
」「
福
井
侯

行
実
」
と
い
っ
た
各
藩
主
一
代
の
記
録
や
「
片
聾
記
」「
国
事
叢
記
」
と
い
っ
た
個
人
が
編
纂
し
た
藩
史
は
対
象

か
ら
外
し
た
。

な
お
、
本
稿
で
は
松
平
文
庫
の
史
料
は
『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』（
一
九
八
九
年
）
の
史
料
番
号
に
よ

っ
て
「
松
平
○
○
号
」
と
表
記
し
た
。
ま
た
、
福
井
藩
の
「
藩
主
」
の
代
数
に
つ
い
て
は
、
本
叢
書
中
で
の
数
え

方
に
従
い
、
最
後
の
茂
昭
を
十
八
代
に
数
え
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
「
藩
主
」
の
語
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
現
代
歴
史
学
の
用
語
で
あ
り
、
同
時
代
の
松
平
家
の
「
当
主
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
そ
の
代
数

の
数
え
方
に
も
異
な
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

一
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）「
源
秀
康
公
行
状
」

◇
松
平
一
六
六
号
「
源
秀
康
公
行
状
」

一
冊

松
平
家
が
家
の
記
録
編
纂
を
始
め
た
時
期
は
、
い
つ
ま
で
遡
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
述
の
四
「
御
家
譜
御
下
書



之
草
案
」
に
よ
れ
ば
、
五
代
藩
主
光
通
の
代
、
家
老
本
多
内
蔵
助
（
長
員
）
の
家
臣
大
原
市
兵
衛
（
武
明
）
に
編

纂
さ
せ
た
「
秀
康
公
之
御
行
状
」
が
「
最
初
之
記
録
」
だ
と
い
う
。「
寛
文
十
年
庚
戌
孟
秋
中
旬
」
の
奥
書
を
持

つ
松
平
一
六
六
号
「
源
秀
康
公
行
状
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
編
纂
の
契
機
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
一
月
の

明
暦
の
大
火
お
よ
び
寛
文
九
年
四
月
の
福
居
城
下
の
大
火
に
よ
り
、
藩
や
秀
康
に
ま
つ
わ
る
「
旧
記
」
が
焼
亡
し

た
こ
と
に
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

後
述
す
る
六
「
越
前
世
譜
」
の
序
文
に
は
「
我
越
前
州
本
有
国
史
、
遭
遇
火
災
、
簡
帙
紊
棄
」
と
の
文
言
も
見

ら
れ
、
本
書
以
前
に
も
「
国
史
」
は
存
在
し
た
ら
し
い
が
、
火
災
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
書
籍
が
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
そ
の
た
め
光
通
の
命
に
よ
り
、
寛
文
十
年
段
階
で
得
ら
れ
る
資
料
に
基
づ
き
、
新
た
に
編
纂
さ
れ
た

の
が
本
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）「
御
家
録
（
貞
享
書
上
）」

◇
松
平
一
〇
三
号
「（
御
家
譜
）」

巻
子
本
（
未
表
装
）

二
巻
（
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
）

◇
松
平
六
五
号
の
一
「
御
家
系
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

初
め
て
複
数
代
に
わ
た
る
藩
主
の
記
録
が
完
成
し
た
の
は
、
七
代
綱
昌
の
代
、
貞
享
元
年
三
月
十
六
日
の
こ
と

で
あ
る
。
前
年
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
十
一
月
二
十
五
日
、
徳
川
家
の
創
業
史
「
三
河
記
」
の
校
訂
資
料
と
す

る
た
め
、
老
中
阿
部
豊
後
守
（
正
武
）
は
、
各
藩
に
対
し
て
藩
主
と
徳
川
家
と
の
関
わ
り
を
記
し
た
記
録
の
提
出

を
命
じ
た
。
福
井
藩
で
は
こ
れ
を
受
け
、
藩
の
儒
者
野
治
汝
謙
（
宗
益
）
が
記
録
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
。
記
載
対

象
と
さ
れ
た
藩
主
は
、
初
代
秀
康
・
四
代
忠
昌
・
五
代
光
通
の
三
名
で
あ
り
、
秀
康
が
誕
生
し
た
天
正
二
年
（
一

五
七
四
）
か
ら
、
光
通
が
没
し
た
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
ま
で
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
後

世
二
代
藩
主
に
数
え
ら
れ
る
忠
直
や
、
近
年
に
な
っ
て
三
代
藩
主
と
し
て
新
た
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
光

長
の
記
録
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
特
に
光
長
に
つ
い
て
は
、
以
降
の
家
史
で
も
巻
を
立
て
た
り
、

項
目
を
立
て
た
り
し
て
叙
述
す
る
も
の
は
、
三
「
秀
康
様
忠
昌
様
御
代
御
留
書
（
正
徳
書
上
）」
を
除
き
一
点
も



見
ら
れ
な
い
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
つ
ま
り
近
世
に
お
い
て
は
、
光
長
は
越
前
福
井
松
平
家
の
当
主
と
し
て
は

認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
は
全
文
が
漢
文
体
で
、
そ
の
内
容
は
藩
主
と
将
軍
家
と
の
交
渉
を
中
心
と
し
て
お
り
、
越
葵
本「
家

譜
」
の
よ
う
に
藩
政
や
家
政
全
般
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
完
成
後
は
家
老
の
本
多
左
兵
衛
（
道
重
）
か
ら
阿

部
に
呈
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
写
し
が
「
譜
牒
余
録
」
と
し
て
内
閣
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
。
松
平
文
庫
に
残
る

の
は
藩
側
の
控
で
あ
り
、
目
録
で
の
名
称
は
「
御
家
譜
」
と
仮
称
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
「
御
家
系
」
と
題
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
本
書
を
引
用
し
た
文
献
に
よ
れ
ば
「
御
家
録
」
ま
た
は
「
貞
享
書
上
」
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。

以
後
、
藩
主
と
将
軍
家
と
の
交
渉
を
中
心
と
し
た
公
的
な
家
の
記
録
、
す
な
わ
ち
「
書
上
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
、
幕
府
お
よ
び
幕
府
の
儒
者
で
あ
る
林
家
に
対
し
て
何
度
か
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
幕
末
頃
の
成
立
と
見

ら
れ
る
松
平
一
七
三
号
「
秀
康
様
御
世
譜
引
書
」
は
、
秀
康
の
事
績
に
つ
い
て
、
一
〇
〇
近
い
文
献
の
引
用
か
ら

構
成
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
貞
享
（
一
六
八
四
〜
八
八
）、
正
徳
（
一
七
一
一
〜
一
六
）、
享
保
（
一

七
一
六
〜
三
六
）、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）、
安
永
三
年

（
一
七
七
四
）、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）、
寛
政
十
年
の
九
種
の
書
上
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
上
の

記
載
の
底
本
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
貞
享
元
年
の
「
御
家
録
」
で
あ
っ
た
。

な
お
、
同
一
の
時
代
を
扱
っ
た
記
録
が
、
他
に
二
巻
伝
来
し
て
い
る
。

◇
松
平
一
〇
七
号
「
御
家
譜

仮
名
書
之
草
案
」

巻
子
本
（
未
表
装
）

一
巻

◇
松
平
一
〇
八
号
「（
御
家
譜
）」

箱
入
巻
子
本

一
巻

こ
の
二
巻
は
、「
御
家
録
」
を
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
し
、
い
く
つ
か
の
記
事
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

〇
七
号
は
端
裏
書
の
書
名
が
あ
り
、
一
〇
八
号
は
箱
書
の
表
に
「
御
家
譜
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
内
題
は
な
い
た

め
、
本
書
の
正
式
な
書
名
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
、
正
徳
年
中
（
一
七
一
一
〜
一
六
）「
秀
康
様
忠
昌
様
御
代
御
留
書
（
正
徳
書
上
）」



◇
松
平
六
五
号
の
二
「
秀
康
様
忠
昌
様
御
代
御
留
書
之
写
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

表
紙
の
異
筆
貼
紙
に
「
昇
安
院
様
御
代

正
徳
年
中
／
井
伊
掃
部
頭
殿
へ
御
書
上
之
留
也
／
但
享
保
元
年
御
書

上
�
以
前
之
事
也
」
と
あ
り
、
九
代
吉
邦
の
代
に
大
老
の
井
伊
直
該
に
提
出
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
正
徳
御
書
上
」

の
控
と
考
え
ら
れ
る
。
外
題
に
は
「
秀
康
様
忠
昌
様
御
代
」
と
あ
る
も
の
の
、
記
載
対
象
と
な
っ
た
藩
主
は
、
秀

康
・
忠
直
・
光
長
・
忠
昌
の
四
名
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
忠
直
に
つ
い
て
は
誕
生
、
家
督
相
続
、
叙
位
任
官
、
婚

姻
、
戦
功
、
配
流
、
卒
去
の
記
事
の
み
を
、
光
長
に
つ
い
て
は
越
後
守
拝
領
の
記
事
の
み
を
簡
潔
に
記
す
だ
け
で
、

秀
康
と
忠
昌
の
記
事
に
比
べ
る
と
格
段
に
記
述
の
量
は
少
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
忠
直
と
忠
昌
の
弟
に
あ
た
る

直
政
・
直
基
・
直
良
に
つ
い
て
も
簡
略
な
記
載
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

文
体
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
が
、
秀
康
代
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
二
「
御
家
録
（
貞
享
書

上
）」
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
忠
昌
代
に
つ
い
て
は
「
御
家
録
」
に
は
見
ら
れ
な
い
記
載
が
何
か
所
か

追
加
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
越
前
国
拝
領
の
記
事
に
「
秀
康
�

遺
跡
相
続
之
趣
を
以
て
、
忠
直
家
来
本
多
伊
豆
守
を
初
其
外
数
輩
忠
昌
へ
可
相
勤
之
旨
有
上
意
」
と
す
る
点
で
あ

る
。
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
忠
直
の
豊
後
配
流
を
受
け
、
翌
寛
永
元
年
、
忠
直
の
子
光
長
と
忠
直
の
弟
忠
昌
と

が
、
越
前
北
庄
と
越
後
高
田
と
を
交
換
す
る
形
で
藩
主
は
入
れ
替
わ
っ
た
。
以
後
、
光
長
の
家
は
越
後
騒
動
を
経

て
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
は
美
作
国
津
山
一
〇
万
石
の
藩
主
と
な
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
秀
康
に
始
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
「
越
前
家
」
の
本
家
が
、
越
後
（
後
に
津
山
）
松
平
家
な
の
か
、
ま
た
は
福
井

松
平
家
な
の
か
は
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
成
立
の
「
越
叟
夜
話
」（
大
道
寺
友
山
著
）
で
も
論
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
忠
昌
が
「
秀
康
�
遺
跡
相
続
」
の
幕
命
を
受
け
た
点
を
初
め
て
明
瞭
に
主
張
し
た
点
は
興
味
深
い
。

一
方
の
光
長
に
つ
い
て
は
「
忠
直
嫡
子
、
母
、
台
徳
院
様
姫
君
様
、
忠
直
豊
後
国
萩
原
へ
罷
越
之
後
、
越
後
高

田
ニ
而
二
十
五
万
石
姫
君
様
へ
被
進
之
趣
ニ
而
越
後
守
拝
領
之
」
と
す
る
だ
け
で
、
高
田
二
五
万
石
は
光
長
で
は

な
く
、
光
長
の
母
で
将
軍
秀
忠
の
三
女
で
あ
る
勝
姫
（
天
崇
院
）
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

な
お
、
次
に
見
る
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」（
享
保
元
年
成
立
）
に
は
「
近
年
井
伊
掃
部
頭
殿
阿
部
豊
後



守
殿
へ
被
遣
御
留
書
」
が
引
用
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
正
徳
期
に
は
井
伊
だ
け
で
は
な
く
、
老
中
の
阿

部
正
喬
に
対
し
て
も
同
様
の
書
上
が
呈
上
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
藩
側
の
控
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。

四
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」

◇
松
平
一
〇
四
号
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」

一
冊

越
前
松
平
家
の
家
史
は
、
長
ら
く
「
家
譜
」
ま
た
は
「
世
譜
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
き
た
。
管
見
の
限
り
で

は
、
本
書
が
最
初
に
「
御
家
譜
」
の
内
題
（
目
録
題
）
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。

袋
書
に
は
「
此
清
書
有
御
前
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
清
書
」
が
、
す
な
わ
ち
後
述
す
る
六
「
越
前
世
譜
」（
享

保
三
年
成
立
）
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
「
享
保
元
年
丙
申
三
月
／
此
後
追
々
記
加
」
と
あ
り
、
一
旦
は
享
保
元
年

三
月
に
成
立
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
追
記
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
内
容
は
、
天
正
二
年
（
一
五

七
四
）
の
秀
康
誕
生
か
ら
、
吉
邦
代
の
享
保
三
年
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。

ま
た
、
表
紙
見
返
し
に
は
、
享
保
三
年
十
一
月
の
日
付
を
持
つ
本
書
編
纂
の
詳
細
な
経
緯
が
貼
り
込
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
六
月
八
日
、
吉
邦
は
、
秀
康
か
ら
自
身
に
至
る
「
御
代
々
之
御

家
譜
」
の
編
纂
を
家
老
の
本
多
修
理
（
久
中
）
に
命
じ
た
。
本
多
は
更
に
こ
の
実
務
を
、
目
付
の
井
上
半
太
夫
（
信

清
）、
家
老
中
御
用
の
松
波
甚
左
衛
門
（
正
雄
）
の
両
名
に
命
じ
た
。
先
述
の
一
「
源
秀
康
公
行
状
」
お
よ
び
二

「
御
家
録
（
貞
享
書
上
）」
は
、
家
史
の
概
要
を
載
せ
て
は
い
る
が
、
細
か
い
点
に
は
記
載
が
及
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
江
戸
と
福
居
の
大
火
で
全
て
の
旧
記
が
消
失
し
て
お
り
、
既
に
古
い
時
代
の
伝
聞
も
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
吉
邦
自
ら
が
加
筆
し
た
り
、
家
臣
ら
に
聞
き
取
り
を
し
、
本
多
も
ま
た
種
々
資
料
を
求

め
た
結
果
、
計
ら
ず
も
多
く
の
資
料
が
集
ま
り
、
享
保
元
年
三
月
に
「
俗
書
（
漢
字
仮
名
交
じ
り
）」
に
よ
る
「
下

書
（
草
案
）」
が
完
成
し
た
と
い
う
。

本
書
は
題
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
「
下
書
」
の
「
草
案
」
で
あ
る
。
こ
の
草
案
を
元
に
、
翌
享
保
二
年
六

月
、
藩
の
儒
者
伊
藤
宜
斎
（
道
基
。
龍
洲
と
も
）
が
文
章
を
整
え
、
こ
れ
を
右
筆
の
松
田
弥
一
右
衛
門
（
尚
英
）



が
清
書
し
、
享
保
三
年
七
月
に
は
全
て
が
完
成
し
た
と
い
う
。

本
書
の
特
徴
は
、
古
い
時
代
の
記
載
に
つ
い
て
「
穿
鑿
之
引
証
」
を
朱
書
で
頭
書
し
て
い
る
点
に
あ
る
（
寛
文

四
年
四
月
十
四
日
条
以
降
は
「
此
後
ノ
事
、
大
概
御
用
之
留
よ
り
証
出
故
不
及
引
証
」
と
し
て
一
々
の
引
証
は
挙

げ
て
い
な
い
）。
頭
書
に
は
、
先
述
の
一
〜
三
を
は
じ
め
「
太
閤
記
」
や
「
家
忠
日
記
」、
福
井
藩
士
の
覚
書
な
ど

約
三
〇
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
以
降
、
各
代
の
記
載
末
尾
に
、
参
勤
交
代
や
年
中
祝
儀
の
際
の
拝
領

物
と
献
上
物
、
纏
・
馬
験
・
旗
形
状
な
ど
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
記
載
方
法
や
全
体

の
仕
様
は
、
以
後
の
「
家
譜
」「
世
譜
」
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
本
書
を
松
平
家
史
編
纂

の
基
点
と
位
置
づ
け
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
巻
頭
に
「
此
以
後
名
乗
可
相
尋
旨
被
仰
出
、
追
々
相
知
分
別
冊
ニ
調
上
ル
、
此
帳
ニ
以
朱
書
加
」
と
朱

書
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
登
場
す
る
幕
閣
や
藩
士
の
諱
が
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
名
乗
だ
け
を
集
め
た
別

冊
が
松
平
九
四
〇
号
「
御
家
譜
之
内
名
乗
別
記
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

五
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）「
御
書
上
」・
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）「
御
書
上
（
越
前
家
譜
抜
書
）」

◇
松
平
六
五
号
の
五
「
越
前
家
譜
抜
書
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

三
「
秀
康
様
忠
昌
様
御
代
御
留
書
（
正
徳
書
上
）」
の
表
紙
貼
紙
に
「
享
保
元
年
御
書
上
�
以
前
之
事
也
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
享
保
元
年
に
は
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」
と
は
別
に
書
上
が
編
纂
さ
れ
、
幕
府
に
提
出
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
松
平
六
五
号
の
五
は
、
寛
保
元
年
七
月
に
林
家
四
代
目
榴
岡（
信

充
）
に
提
出
さ
れ
た
「
越
前
家
譜
抜
書
」
い
わ
ゆ
る
「
寛
保
御
書
上
」
の
控
で
あ
る
が
、
奥
書
に
よ
る
と
、
実
は

元
は
享
保
元
年
九
月
に
林
家
三
代
目
鳳
岡
（
信
篤
）
に
提
出
し
た
「
御
書
付
」（
「
享
保
御
書
上
」）
に
「
御
吟
味
」

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。「
寛
保
御
書
上
」
と
比
べ
れ
ば
若
干
の
異
同
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
概

要
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

内
容
は
、
秀
康
・
忠
直
・
忠
昌
・
光
通
・
吉
品
（
昌
親
）・
綱
昌
・
吉
品
と
七
代
の
藩
主
を
取
り
上
げ
、
そ
の



後
、
直
政
・
直
基
・
直
良
、
そ
し
て
光
通
の
庶
子
権
蔵
（
直
賢
）
の
四
名
に
つ
い
て
も
簡
略
な
記
載
を
つ
け
て
い

る
。
文
体
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
、
秀
康
・
忠
直
・
忠
昌
の
三
代
に
つ
い
て
は
、
三
「
秀
康
様
忠
昌
様
御
代
御

留
書
（
正
徳
書
上
）」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
秀
康
代
に
つ
い
て
は
、
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草

案
」
か
ら
も
見
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
秀
康
が
将
軍
家
か
ら
厚
遇
さ
れ
た
点
や
結
城
家
系
を
五
男
直
基
が
継
い
だ
時

点
で
本
姓
を
結
城
か
ら
徳
川
に
戻
し
た
点
な
ど
、
将
軍
家
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
主
張
す
る
記
事
が
追
加
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
忠
直
代
に
つ
い
て
は
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
起
き
た
「
越
前
騒
動
」
の
記
載
が
追
記
さ

れ
た
。

な
お
、
享
保
元
年
時
の
書
上
編
纂
に
携
わ
っ
た
人
物
は
不
明
だ
が
、
寛
保
元
年
の
編
纂
に
は
、
奏
者
番
の
并
河

一
九
郎
（
久
中
）
と
大
道
寺
源
九
郎
（
繁
郷
）、
右
筆
請
込
の
野
本
甚
左
衛
門
（
正
近
）、
右
筆
の
金
子
半
右
衛
門

（
正
行
）
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
奥
書
か
ら
判
明
す
る
。

六
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）「
越
前
世
譜
」

◇
越
葵
文
庫
「
越
前
世
譜

浄
光
院
公
・
西
巌
院
公
・
隆
芳
院
公
・
大
安
院
公
・
探
源
院
公
・
清
浄
院

公
・
探
源
院
公
再
治
」

箱
入
一
冊

◇
越
葵
文
庫
「
越
前
世
譜

大
君
」

箱
入
一
冊

◇
松
平
一
〇
五
号
「
越
前
世
譜
」

一
冊

本
書
は
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」
を
草
案
に
し
て
、
返
り
点
と
送
り
仮
名
の
つ
い
た
漢
文
体
に
書
き
改
め

た
も
の
で
あ
る
。
藩
儒
の
伊
藤
宜
斎
が
文
章
を
整
え
て
序
文
を
書
き
、
右
筆
の
松
田
弥
一
右
衛
門
が
清
書
し
た
。

下
書
本
が
松
平
一
〇
五
号
で
あ
り
、
藩
主
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
越
葵
本
の
二
冊
で
あ
る
。
清
書
本
と
下
書
本
は

「
御
前
之
御
要
筐
」
で
、
草
案
は
「
御
文
庫
」
で
管
理
さ
れ
た
と
い
う
。

清
書
本
と
下
書
本
と
の
間
に
内
容
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、
下
書
本
が
秀
康
〜
吉
邦
の
八
代
を
一

冊
で
扱
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
清
書
本
で
は
秀
康
か
ら
吉
品
の
七
代
を
一
冊
、
吉
邦
代
の
み
を
一
冊
と
し
た
二
分



冊
に
な
っ
て
い
る
点
だ
け
が
異
な
る
（
た
だ
し
、
下
書
本
も
二
冊
を
一
冊
に
綴
じ
直
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
）。

ま
た
、
下
書
本
に
は
、
表
記
や
内
容
に
不
審
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
松
波
や
伊
藤
ら
編
纂
に
携
わ
っ
た
人
物
と

の
や
り
と
り
を
経
て
修
正
を
加
え
た
旨
が
付
箋
で
注
記
さ
れ
て
い
る
。

七
代
を
扱
っ
た
清
書
本
は
「
越
前
世
譜
」
と
記
さ
れ
た
漆
塗
り
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
金
紙
を
用
い
た
装

訂
に
、
金
を
散
ら
し
た
豪
華
な
題
簽
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
現
在
、
題
簽
は
�
落
し
て
お
り
、「
標

題
書
四
枚
」
と
書
か
れ
た
包
書
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
邦
代
の
清
書
本
は
「
越
前
系
譜
」
と
記
さ
れ
た

漆
塗
り
の
箱
に
、
同
じ
装
訂
に
よ
る
「
越
前
系
譜
」
一
冊
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

本
来
は
こ
の
清
書
本
が
、
七
代
分
を
記
し
た
「
越
前
世
譜
」
一
冊
、
吉
邦
代
を
記
し
た
「
越
前
世
譜
」
一
冊
、
そ

し
て
「
越
前
系
譜
」
一
冊
の
合
計
三
冊
一
組
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
吉
邦
代
の
清
書
本
は
、
草
案
・
下
書
本
と
同
じ
く
享
保
三
年
の
記
事
ま
で
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
後

一
六
丁
分
の
空
白
の
丁
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
題
簽
も
二
枚
余
分
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い

は
清
書
本
が
、
享
保
三
年
の
続
き
や
新
た
な
続
巻
も
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
作
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
書
お
よ
び
そ
の
草
案
で
あ
る
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」
は
、
幕
命
に
応
じ
て
作
ら
れ
た
「
書
上
」
と
は

異
な
り
、
吉
邦
の
命
で
作
ら
れ
た
家
史
で
あ
る
。
そ
の
た
め
幕
府
と
藩
主
と
の
交
渉
で
あ
る
公
的
な
事
柄
以
外
の

部
分
に
も
若
干
は
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
後
の
「
家
譜
」
の
よ
う
に
藩
政
全
般
に
わ
た
っ
た

記
事
は
多
く
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
こ
の
「
越
前
世
譜
」
と
共
に
作
ら
れ
た
「
越
前
系
譜
」
は
、
六
つ
の
系
図
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

最
初
の
系
図
は
、
越
前
家
の
祖
で
あ
る
秀
康
の
事
績
と
そ
の
七
名
の
子
の
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
旦
系
図

は
こ
こ
で
終
わ
り
、
残
り
は
二
男
忠
昌
か
ら
始
ま
る
福
井
松
平
家
、
長
男
忠
直
か
ら
始
ま
る
津
山
松
平
家
、
三
男

直
政
か
ら
始
ま
る
松
江
松
平
家
、
五
男
直
基
か
ら
始
ま
る
白
河
松
平
家
（
後
の
前
橋
松
平
家
）、
六
男
直
良
か
ら

始
ま
る
明
石
松
平
家
の
五
つ
の
系
図
が
別
々
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
忠
昌
の
系
図
が
「
越
前
本
家
」
と
さ
れ
、

忠
直
の
系
図
が
「
嫡
家
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
解
釈
は
、
大
道
寺
友
山
に
よ
る
「
越
叟
夜
話
」



で
の
解
釈
と
も
一
致
し
て
い
る
。

七
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）「
御
書
上
」

◇
松
平
六
五
号
の
三
「（
御
書
上
并
草
案
）」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

表
紙
記
載
か
ら
、
元
文
五
年
に
老
中
本
多
中
務
大
輔
（
忠
良
）
に
命
ぜ
ら
れ
、
林
大
学
頭
（
榴
岡
）
に
提
出
し

た
、
い
わ
ゆ
る
「
元
文
五
年
御
書
上
」
の
控
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
体
裁
は
一
冊
で
あ
る
が
「
御
書
上
」
と
「
右

草
案
」
の
二
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。
文
体
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
、
内
容
は
秀
康
代
か
ら
綱
昌
代
ま
で
を
対
象

に
、
主
に
藩
主
と
幕
府
・
将
軍
家
と
の
交
渉
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
に
「
右
当
時
此
表
ニ
有
合
候
記
録
共

之
内
抜
書
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
主
の
生
誕
、
養
子
、
初
見
、
叙
位
任
官
、
公
役
、
入
部
、
襲
封
、
軍

旅
、
恩
賞
、
慰
問
、
進
献
、
拝
領
、
卒
去
、
年
齢
、
法
名
、
葬
地
、
書
札
礼
と
い
っ
た
、
公
的
な
事
項
だ
け
を
既

に
あ
っ
た
記
録
類
か
ら
抜
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
た
だ
し
忠
直
の
項
は
相
続
と
配
流
の
記
事
の
み
）。「
右

草
案
」
部
は
「
御
書
上
」
編
纂
の
た
め
の
、
ま
さ
に
草
案
で
あ
り
、
朱
筆
や
訂
正
、
追
記
、
付
箋
な
ど
の
跡
が
多

数
残
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
じ
元
文
五
年
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
榴
岡
に
提
出
し
た
書
上
の
控
も
残
さ
れ
て
い
る
。

◇
松
平
六
五
号
の
四
「（
御
書
上
）」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

こ
の
書
上
は
、
表
紙
に
「
元
文
五
年
十
二
月
廿
日
、
林
大
学
頭
殿
へ
浅
井
源
左
衛
門
を
以
被
指
出
／
御
国
ニ
而

掛
リ
并
河
一
九
郎
」
と
あ
る
。
内
容
は
先
の
書
上
と
は
異
な
り
、
忠
昌
・
光
通
・
綱
昌
・
吉
品
・
吉
邦
・
宗
矩
・

宗
昌
・
松
岡
藩
祖
昌
勝
・
吉
品
の
養
子
昌
方
（
後
に
離
縁
）
の
九
名
に
つ
い
て
、
苗
字
、
受
領
名
（
官
途
名
）、

姓
・
諱
、
両
親
名
、
前
官
位
ま
で
の
経
歴
、
任
命
の
年
月
日
、
卒
去
（
隠
居
）
年
月
日
の
み
を
簡
潔
に
載
せ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
榴
岡
が
編
纂
し
た
「
武
家
補
任
」（
天
文
十
五
年
〜
元
文
五
年
）
の
記
載
方
法
と
合
致
し
て

お
り
、
各
大
名
家
が
提
出
を
求
め
ら
れ
た
も
の
の
控
と
考
え
ら
れ
る
。



八
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）「
越
前
世
譜
」

◇
越
葵
文
庫
「
越
前
世
譜
」

箱
入
六
冊

◇
松
平
一
〇
六
号
「
越
前
世
譜
」

六
冊

本
書
は
寛
延
元
年
、
家
老
の
本
多
民
弥
（
道
好
）、
書
院
番
頭
の
笹
治
権
右
衛
門
（
高
庸
）、
目
付
の
長
谷
部
小

右
衛
門
（
紀
連
）
ら
が
、
藩
主
宗
矩
の
命
を
受
け
て
編
纂
に
取
り
か
か
っ
た
家
史
で
あ
る
。
全
文
が
返
り
点
と
送

り
仮
名
付
き
の
漢
文
体
で
、
六
冊
か
ら
な
っ
て
お
り
、
巻
之
一
が
秀
康
・
忠
直
・
忠
昌
・
光
通
の
四
代
、
巻
之
二

が
昌
親
・
綱
昌
・
吉
品
の
三
代
、
巻
之
三
が
吉
邦
と
宗
昌
の
二
代
、
巻
之
四
〜
六
が
宗
矩
代
を
上
中
下
に
分
け
て

記
載
し
て
い
る
。
六
「
越
前
世
譜
」
が
秀
康
代
か
ら
九
代
吉
邦
代
の
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
途
中
ま
で
を
二
冊

で
扱
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
吉
邦
の
享
保
三
年
以
後
の
事
績
と
十
代
宗
昌
代
、
十
一
代
宗
矩
代
の
終
わ
り
ま
で

を
書
き
継
い
だ
形
と
な
る
。
そ
の
た
め
六
「
越
前
世
譜
」
と
本
書
の
巻
之
一
〜
三
の
途
中
ま
で
を
比
較
す
る
と
、

一
部
に
日
付
が
増
補
さ
れ
て
い
た
り
、
表
現
方
法
に
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
た
り
す
る
箇
所
は
あ
る
も
の
の
、
記

載
さ
れ
た
項
目
数
、
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。

巻
之
一
の
巻
頭
に
は
、
六
「
越
前
世
譜
」
と
同
じ
伊
藤
宜
斎
の
序
文
が
置
か
れ
、
続
け
て
宜
斎
の
子
伊
藤
錦
里

（
縉
）
の
序
文
が
新
た
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
書
編
纂
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本

多
ら
三
名
が
宗
矩
の
命
を
受
け
、
実
際
に
「
国
字
（
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
）」
に
よ
る
草
稿
を
成
し
た
の
は
、
番

士
で
右
筆
の
高
橋
伴
右
衛
門
（
富
常
）
で
あ
る
（
序
文
中
で
は
「
史
掌
」
と
あ
る
）。
こ
の
草
稿
を
「
謄
写
」
し

た
の
が
表
右
筆
の
金
子
半
右
衛
門
（
正
行
）
で
、「
総
修
」
し
た
の
が
儒
者
の
伊
藤
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
寛
延

二
年
十
月
に
宗
矩
は
没
し
、
翌
月
に
は
一
橋
家
か
ら
の
養
子
小
五
郎
が
家
督
を
継
ぎ
、
十
二
代
重
昌
と
な
っ
て
い

た
。越

葵
文
庫
本
は
藩
主
へ
の
提
出
本
で
、
淡
黄
の
水
玉
紙
の
表
紙
に
墨
流
し
の
題
簽
を
持
ち
、「
越
前
世
譜
」
と

記
さ
れ
た
漆
塗
り
の
箱
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
松
平
一
〇
六
号
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
か
ら
享
和

三
年
（
一
八
〇
三
）
に
か
け
て
右
筆
請
込
手
伝
の
井
上
織
之
丞
（
翼
章
）
が
謄
写
し
た
写
本
で
あ
る
。
井
上
は
天



明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
は
一
三
冊
か
ら
な
る
福
井
藩
史
「
越
藩
史
略
」
を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
藩
史
や
地
誌
に

つ
い
て
の
該
博
な
知
識
に
基
づ
い
て
、
こ
の
写
本
の
随
所
に
も
「
翼
章
謹
按
…
」
の
形
で
疑
義
や
注
記
を
頭
書
し

て
い
る
。

九
、
成
立
年
不
詳
「
御
世
譜
」

﹇
最
終
記
事

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
三
月
十
二
日
﹈

◇
松
平
一
一
一
号
「
御
世
譜
」

一
冊

本
書
は
八
「
越
前
世
譜
」
と
同
じ
く
秀
康
代
か
ら
宗
矩
代
ま
で
を
扱
う
が
、
文
体
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
、

宗
矩
代
途
中
の
元
文
元
年
三
月
十
二
日
ま
で
の
記
事
を
載
せ
る
。
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
ま
で
の
記
事
は
、
六

「
越
前
世
譜
」
の
草
案
で
あ
る
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
文
章
で
あ
る
。
な
お
か
つ
、

光
通
代
と
昌
親
代
に
は
、
四
と
同
一
の
「
穿
鑿
之
引
証
」（
典
拠
文
献
）
の
頭
書
ま
で
が
見
ら
れ
る
。
装
訂
も
簡

易
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
を
書
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
八
「
越
前
世
譜
」
編
纂
段
階
の
国
字
草
稿
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

十
、
成
立
年
不
詳
「
御
家
譜
」

﹇
最
終
記
事

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
十
二
月
十
五
日
﹈

◇
越
葵
文
庫
「
御
家
譜
」

九
冊

本
書
は
八
「
越
前
世
譜
」
と
同
じ
く
秀
康
代
か
ら
宗
矩
の
没
年
（
寛
延
二
年
）
ま
で
を
九
冊
で
扱
っ
た
家
史
で

あ
る
が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
、
鼠
色
が
か
っ
た
淡
い
藍
色
（
深
川
鼠
）
の
表
紙
を
つ
け
て
製
本
さ
れ

て
い
る
。「
御
家
譜
」
の
題
簽
が
付
さ
れ
、
内
容
も
整
っ
た
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
「
御
世
譜
」

を
書
き
継
ぎ
、
藩
主
へ
の
提
出
用
に
清
帳
に
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

一
巻
の
巻
頭
目
録
（
目
次
）
に
「
御
家
譜
目
録
」
と
し
て
、
秀
康
公
・
忠
直
公
・
忠
昌
公
・
光
通
公
・
昌
親
公

・
綱
昌
公
・
吉
品
公
再
勤
・
吉
邦
公
・
宗
昌
公
ま
で
の
九
代
の
名
を
載
せ
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
に
宗
矩
代
が
加

わ
っ
て
い
る
。
巻
構
成
は
一
巻
が
秀
康
か
ら
光
通
ま
で
の
四
代
、
二
巻
が
昌
親
か
ら
吉
品
ま
で
の
三
代
、
三
巻
が



吉
邦
代
と
宗
昌
代
、
四
〜
九
巻
が
宗
矩
代
と
な
っ
て
い
る
。
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
三
月
十
二
日
ま
で
の
記
事

内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
九
「
御
世
譜
」
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

十
一
、
成
立
年
不
詳
「
越
前
世
譜
」

﹇
最
終
記
事

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
九
月
十
八
日
﹈

◇
松
平
一
一
二
号
「
越
前
世
譜
」

六
帙
入
一
九
冊

本
書
は
秀
康
代
か
ら
宗
矩
代
ま
で
を
扱
っ
た
十
「
御
家
譜
」
九
冊
に
、
新
た
に
重
昌
代
を
記
し
た
一
〇
冊
を
加

え
、
全
一
九
冊
で
構
成
さ
れ
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
家
史
で
あ
る
。
十
と
同
系
色
の
表
紙
に
「
越
前
世
譜
」
と

記
さ
れ
た
題
簽
が
付
さ
れ
て
製
本
さ
れ
て
お
り
、
同
色
の
帙
に
も
ま
た
収
め
る
各
巻
の
内
容
を
記
し
た
題
簽
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
整
っ
た
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
と
同
様
、
藩
主
へ
の
提
出
用
に
清
帳
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

第
一
帙
に
収
ま
る
首
巻
は
、
秀
康
か
ら
吉
品
ま
で
の
七
代
を
対
象
と
し
、
巻
末
に
は「
享
保
三
年
戊
戌
五
月
日
」

の
日
付
が
あ
る
。
こ
の
日
付
は
六
「
越
前
世
譜
」
の
序
文
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
内
容
は
そ
の
草
案
で
あ
る

四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
第
一
帙
の
二
巻
は
吉
邦
代
、
三
巻
が
宗
昌
代

の
家
譜
を
載
せ
て
い
る
。
第
二
〜
三
帙
に
収
ま
る
四
〜
九
巻
に
は
、
十
「
御
家
譜
」
と
同
じ
く
六
冊
で
宗
矩
代
の

家
譜
を
載
せ
て
い
る
。
巻
立
て
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
宗
矩
代
ま
で
の
記
載
は
十
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
と
み

て
よ
い
。
本
書
か
ら
新
た
に
加
え
ら
れ
た
重
昌
代
は
、
第
四
〜
六
帙
に
収
め
ら
れ
、
十
〜
十
九
巻
の
一
〇
冊
で
重

昌
没
後
の
宝
暦
十
三
年
ま
で
を
記
載
し
て
い
る
。
一
〜
九
巻
の
内
容
は
、
越
葵
本
「
家
譜
」
の
内
容
と
は
異
な
っ

て
い
る
が
、
十
〜
十
九
巻
の
内
容
は
越
葵
本
「
家
譜
」
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

十
「
御
家
譜
」
と
十
一
「
越
前
世
譜
」
は
、
秀
康
代
か
ら
宗
矩
代
ま
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
ち
、
ま
た
装

訂
、
字
体
も
似
通
っ
て
い
る
の
に
、
題
名
だ
け
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
家
史
か
ら
見
て
、
松
平
家
に

お
け
る
「
家
譜
」
と
「
世
譜
」
の
名
称
の
使
い
分
け
に
は
、
特
段
の
意
味
が
な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
六
と
八
の
「
越
前
世
譜
」
は
漢
文
体
で
書
か
れ
、
藩
儒
に
よ
る
序
文
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
十
「
御
家
譜
」



と
十
一
「
越
前
世
譜
」
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
、
序
文
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
寛
延
四
年
（
一
七
五

一
）
の
八
「
越
前
世
譜
」
成
立
を
最
後
に
、
儒
者
が
関
与
し
て
漢
文
体
で
記
す
家
史
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
本
書

が
成
立
し
た
頃
に
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
家
史
を
順
に
書
き
継
い
で
い
く
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い

た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

十
二
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）「
越
前
家
系
（
宝
暦
十
年
書
上
）」

◇
松
平
六
五
号
の
六
「
越
前
家
系
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

本
書
は
秀
康
か
ら
十
三
代
重
富
に
い
た
る
越
前
松
平
家
の
家
系
図
で
あ
る
。
各
代
の
名
前
（
諱
）
の
上
に
朱
丸

を
打
ち
、
父
子
関
係
を
朱
の
系
線
で
つ
な
い
で
い
る
。
家
督
相
続
者
だ
け
は
、
受
領
名
（
官
途
名
）、
幼
名
、
出

生
年
月
日
地
、
実
母
と
室
の
記
載
に
続
け
て
、
叙
任
や
元
服
・
家
督
・
卒
去
の
年
月
日
、
法
号
を
簡
単
に
記
し
、

そ
の
他
の
子
は
出
生
年
月
日
地
と
養
子
・
婚
姻
・
卒
去
の
年
月
日
、
法
号
だ
け
を
記
し
て
い
る
。
忠
直
に
つ
い
て

は
、
当
主
を
示
す
朱
丸
が
な
く
、
秀
康
の
子
、
忠
昌
の
兄
弟
の
一
人
と
し
て
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

巻
頭
に
記
さ
れ
た
編
纂
の
経
緯
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
武
家
補
任
」
改
訂
の
た
め
、
林
家
五
代
目
鳳
谷
（
信
言
）

に
提
出
し
た
「
御
家
系
」
い
わ
ゆ
る
「
宝
暦
十
年
御
書
上
」
の
控
で
あ
る
と
い
う
。
宝
暦
十
年
七
月
十
一
日
、
ま

ず
は
鳳
谷
か
ら
草
稿
が
送
ら
れ
て
き
た
た
め
、
藩
の
「
御
秘
蔵
箱
」
で
管
理
し
て
い
た
「
御
系
図
」「
御
系
譜
」

な
ど
数
巻
を
吟
味
し
て
、
提
出
す
べ
き
「
御
家
系
」
を
作
成
し
、
八
月
十
一
日
、
大
道
寺
孫
九
郎
（
繁
郷
）
を
通

じ
て
鳳
谷
に
提
出
し
た
。
以
後
、
松
平
家
の
系
図
に
つ
い
て
幕
府
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
書

を
「
本
拠
」
と
す
べ
き
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
三
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）「
越
前
家
系
（
安
永
三
年
書
上
）」

◇
松
平
六
五
号
の
七
「
越
前
家
系
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

本
書
は
安
永
三
年
七
月
朔
日
に
林
家
六
代
目
鳳
潭
（
信
徴
）
に
提
出
し
た
「
越
前
家
系
」
い
わ
ゆ
る
「
安
永
三



年
御
書
上
」
の
控
で
あ
る
。
十
二
「
越
前
家
系
（
宝
暦
十
年
書
上
）」
の
末
尾
、
重
富
の
記
載
に
続
け
て
、
明
和

五
年
（
一
七
六
八
）
に
生
ま
れ
た
嫡
子
於
義
丸
に
つ
い
て
の
記
載
が
数
行
だ
け
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
於

義
丸
は
、
後
に
将
軍
家
治
か
ら
偏
諱
を
賜
り
、
十
四
代
治
好
と
な
っ
た
。

十
四
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）「
越
前
家
譜
」

◇
松
平
六
五
号
の
八
「
越
前
家
譜
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

◇
松
平
一
一
三
号
「
越
前
家
譜
」

一
冊

松
平
六
五
号
の
八
の
表
紙
に
は
「
二
冊
之
内
」
と
あ
り
、
松
平
一
一
三
号
と
と
も
に
「
寛
政
三
亥
四
月
御
書
上
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
富
が
二
冊
一
組
で
幕
府
へ
提
出
し
た
書
上
の
控
と
考
え
ら
れ
る
。

松
平
六
五
号
の
八
「
越
前
家
譜
」
は
、「
家
譜
」
と
題
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
綱
昌
に
始
ま
り
、
吉
品
・
吉

邦
・
宗
昌
・
宗
矩
・
重
昌
・
重
富
・
治
好
ま
で
を
朱
線
で
つ
な
い
だ
家
系
図
で
あ
る
。
各
代
藩
主
に
つ
い
て
は
、

諱
、
官
途
名
、
幼
名
、
母
名
に
続
け
て
、
初
御
目
見
、
養
子
、
元
服
、
縁
組
、
家
督
、
一
字
拝
領
、
参
勤
交
代
、

叙
位
任
官
、
隠
居
、
卒
去
、
登
城
の
際
の
格
式
、
拝
領
物
と
献
上
物
、
書
札
礼
な
ど
公
的
な
で
き
ご
と
を
簡
略
に

記
載
す
る
が
、
家
督
相
続
者
以
外
の
子
に
つ
い
て
は
母
お
よ
び
婚
姻
・
養
子
関
係
だ
け
を
記
し
て
い
る
。
綱
昌
代

の
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
四
月
廿
三
日
か
ら
重
富
代
の
寛
政
元
年
十
一
月
九
日
の
間
の
で
き
ご
と
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

松
平
一
一
三
号
「
越
前
家
譜
」
は
、
綱
昌
・
吉
品
・
吉
邦
・
宗
昌
・
宗
矩
・
重
昌
・
重
富
の
各
代
に
つ
い
て
、

松
平
六
五
号
の
八
と
同
様
の
記
事
、
す
な
わ
ち
藩
主
と
将
軍
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
み
を
記
載
し
て
い
る
が
、

各
代
間
は
朱
線
で
結
ば
れ
て
お
ら
ず
、
家
督
相
続
者
以
外
の
子
の
記
載
も
見
ら
れ
な
い
。
両
者
の
記
事
に
は
重
な

る
で
き
ご
と
も
多
い
が
、
文
言
は
一
致
し
て
い
な
い
。
記
事
は
綱
昌
代
の
寛
文
八
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
重
富
代

の
寛
政
二
年
四
月
十
五
日
の
間
の
も
の
を
載
せ
て
い
る
。



十
五
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）「
御
系
譜
写
（
寛
政
四
年
書
上
）」

◇
松
平
六
五
号
の
九
「
御
系
譜
写
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

秀
康
に
始
ま
り
、
忠
昌
・
光
通
・
昌
親
ま
で
を
朱
の
系
線
で
つ
な
い
だ
家
系
図
で
あ
る
。
昌
親
の
後
は
「
以
下

先
達
而
書
出
申
候
」
と
し
て
お
り
、
前
年
寛
政
三
年
四
月
に
提
出
し
た
十
四
「
越
前
家
譜
」（
松
平
六
五
号
の
八
）

よ
り
前
の
部
分
を
補
う
た
め
に
作
成
、
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
紙
に
「
寛
政
四
年
子
十
月
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
重
富
が
幕
府
に
提
出
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
寛
政
四
年
十
月
御
書
上
」
の
控
で
あ
ろ
う
。

藩
主
各
代
に
つ
い
て
は
、
幼
名
、
受
領
名
（
官
途
名
）、
母
・
室
、
出
生
地
、
初
御
目
見
、
家
督
、
元
服
、
一

字
拝
領
、
叙
位
任
官
、
逝
去
の
記
事
を
載
せ
る
が
、
家
督
相
続
者
以
外
の
子
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
や
養
子
関
係
、

母
の
名
だ
け
を
記
載
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
松
岡
藩
祖
昌
勝
に
つ
い
て
は
各
代
藩
主
と
同
等
の
記
載
が
あ
る
）。

十
六
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）「
越
前
家
系
」
・
「
越
前
家
譜
書
続
」

◇
松
平
六
五
号
の
一
〇
「
越
前
家
系
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

◇
松
平
六
五
号
の
一
一
「
越
前
家
譜
書
続
」

一
冊
（
「
越
前
家
々
系
綴
一
」
に
合
綴
）

と
も
に
表
紙
に
「
二
冊
之
内
」「
寛
政
十
一
年
己
未
十
二
月
／
公
儀
江
被
差
出
扣
」
と
あ
り
、
末
尾
に
は
「
松

平
伊
予
守
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
治
好
が
二
冊
一
組
で
幕
府
へ
提
出
し
た
書
上
の
控
と
考
え
ら
れ
る
。

松
平
六
五
号
の
一
〇
「
越
前
家
系
」
は
、
秀
康
に
始
ま
り
、
忠
昌
・
光
通
・
昌
親
・
綱
昌
・
吉
品
・
吉
邦
・
宗

昌
・
宗
矩
・
重
昌
・
重
富
・
治
好
へ
と
つ
な
が
る
家
系
図
で
あ
る
。
表
紙
題
に
「
御
生
地
御
法
号
書
入
」
と
あ
る

よ
う
に
、
各
藩
主
の
受
領
名
、
実
父
名
、
生
没
地
、
菩
提
寺
、
法
号
、
母
と
室
、
子
を
記
し
て
い
る
。
十
四
「
越

前
家
譜
」（
松
平
六
五
号
の
八
）
と
十
五
「
御
系
譜
写
（
寛
政
四
年
書
上
）」
と
を
つ
な
げ
て
、
出
生
地
と
卒
去
地
、

法
号
に
特
化
さ
せ
た
系
図
と
い
え
る
。
末
尾
に
は
、
松
平
家
に
お
け
る
儒
葬
の
有
無
と
紋
所
の
使
用
歴
に
つ
い
て

も
報
告
し
て
い
る
。

松
平
六
五
号
の
一
一
「
越
前
家
譜
書
続
」
は
、
重
富
代
の
寛
政
四
年
四
月
十
三
日
か
ら
同
十
年
四
月
十
六
日
の



期
間
に
お
け
る
、
参
勤
交
代
や
祝
儀
の
際
の
拝
領
物
、
江
戸
城
登
城
の
際
の
格
式
な
ど
、
藩
主
父
子
（
重
富
と
治

好
）
と
将
軍
家
・
幕
府
と
の
交
渉
の
み
を
記
し
た
も
の
で
、
十
四
「
越
前
家
譜
」（
松
平
一
一
三
号
）
の
「
書
続
」

と
見
ら
れ
る
。

十
七
、
成
立
年
不
詳
「
越
前
世
譜
」

﹇
最
終
記
事

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
二
月
二
十
七
日
﹈

◇
松
平
一
一
四
号
「
越
前
世
譜
」

八
七
冊

本
書
は
秀
康
誕
生
の
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
か
ら
重
富
代
の
寛
政
七
年
ま
で
を
扱
っ
た
家
史
で
あ
る
。
最
終

冊
の
表
紙
に
「
百
七
止
」
と
冊
数
表
示
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
一
〇
七
冊
で
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

卅
一
〜
卅
四
、
五
七
〜
六
十
、
八
三
〜
八
五
、
九
一
〜
九
五
、
百
二
、
百
五
の
一
八
冊
が
欠
本
と
な
っ
て
お
り
、

六
五
と
六
六
、
九
八
と
九
九
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
存
す
る
の
は
全
部
で
八
七
冊
で
あ
る
。

木
瓜
龍
紋
を
空
押
し
し
た
�
瓦
色
の
表
紙
に
、「
越
前
世
譜
」
と
い
う
題
名
、
第
何
冊
目
で
あ
る
か
を
示
す
漢

数
字
（
「
五
十
六
」
で
は
な
く
「
五
六
」
の
よ
う
に
位
取
り
記
数
法
も
交
え
て
表
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ

ら
く
は
後
筆
）、
収
録
し
て
い
る
年
代
、
藩
主
名
が
直
書
き
さ
れ
て
い
る
（
十
五
〜
十
七
と
六
四
の
四
冊
の
み
丁

子
色
の
表
紙
）。
な
か
に
は
扉
題
を
綴
じ
こ
む
も
の
や
、
扉
題
の
丁
を
綴
じ
ず
に
巻
頭
の
袋
綴
の
中
に
折
り
た
た

ん
で
挟
む
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
首
に
は
巻
数
を
朱
書
し
て
お
り
、
重
昌
代
六
一
冊
ま
で
は
表
紙
の
冊
数

表
示
と
巻
頭
の
巻
数
表
示
と
が
一
致
す
る
が
、
六
二
冊
以
降
は
一
冊
で
複
数
巻
を
収
め
る
も
の
が
出
て
く
る
た
め
、

最
終
の
一
〇
七
冊
目
は
百
廿
四
巻
を
収
め
る
こ
と
に
な
る
。
書
き
手
は
複
数
人
を
数
え
る
が
、
一
部
に
資
料
名
の

頭
書
が
あ
る
ほ
か
修
正
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
統
一
さ
れ
た
装
訂
で
、
花
布
も
つ
け
て
製
本
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
あ
る
程
度
は
清
帳
に
近
い
性
格
を
持
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

全
冊
の
構
成
を
見
て
み
る
と
、
一
冊
が
秀
康
、
二
冊
が
忠
直
、
三
〜
四
冊
が
忠
昌
、
五
〜
九
冊
が
光
通
、
十
〜

十
二
冊
が
昌
親
、
十
三
〜
十
五
冊
が
綱
昌
、
十
六
〜
廿
六
冊
が
吉
品
、
廿
七
〜
卅
四
冊
が
吉
邦
、
卅
五
〜
卅
六
冊

が
宗
昌
、
卅
七
〜
五
六
冊
が
宗
矩
（
こ
こ
ま
で
は
冊
表
示
と
巻
表
示
が
一
致
）、
五
七
〜
六
四
冊
（
五
十
七
〜
六



十
六
巻
）
が
重
昌
（

マ
�
）

、
六
五
六
〜
百
七
冊
（
六
十
七
〜
百
廿
四
巻
）
が
重
富
代
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
漢
字
仮
名

交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
十
一
「
越
前
世
譜
」
よ
り
も
詳
し
い
内
容
で
あ
り
、
越
葵
本
「
家
譜
」
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
を
持
つ
。
寛
政
七
年
を
収
め
る
巻
が
百
廿
四
と
な
る
巻
立
て
も
越
葵
本
「
家
譜
」
と
一
致
し
て
い
る
。

十
八
、
成
立
年
不
詳
「
越
前
世
譜
」

﹇
最
終
記
事

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
一
月
九
日
﹈

◇
松
平
一
一
七
号
「
越
前
世
譜
」

一
四
一
冊

◇
松
平
一
二
三
号
「
松
岡
御
世
譜
」

二
冊

松
平
一
一
七
号
「
越
前
世
譜
」
は
、
秀
康
が
生
ま
れ
た
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
か
ら
十
六
代
斉
善
の
没
し
た

天
保
九
年
ま
で
を
全
一
七
三
巻
で
記
し
た
家
史
で
あ
る
。
一
方
の
松
平
一
二
三
号
「
松
岡
御
世
譜
」
は
、
支
藩
松

岡
藩
の
初
代
昌
勝
が
生
ま
れ
た
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
か
ら
、
二
代
昌
平
（
後
の
宗
昌
）
が
福
井
藩
の
十
代

目
の
家
督
を
継
ぐ
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
ま
で
を
二
冊
で
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
表
紙
の
記
載
か
ら
一
一
七
号

「
越
前
世
譜
」
の
「
第
五
ノ
附
録
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

記
載
内
容
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
と
も
に
越
葵
本
「
家
譜
」
の
下
書
あ
る
い
は
草
稿
で
あ
る
と
判
断
で

き
る
。
随
所
に
朱
筆
や
貼
紙
に
よ
る
加
筆
と
修
正
の
跡
が
残
さ
れ
、
ま
た
「
ケ
ツ
リ
」「
イ
ケ
」「
ワ
リ
」
な
ど
清

帳
作
成
時
の
校
正
記
号
と
思
し
き
書
き
入
れ
も
多
数
確
認
で
き
る
。
外
観
か
ら
は
全
冊
を
貫
く
統
一
性
は
見
ら
れ

ず
、
第
一
の
み
が
他
巻
と
比
べ
て
一
回
り
大
き
な
法
量
を
持
つ
点
、
第
五
十
七
〜
百
十
二
だ
け
が
厚
紙
の
表
紙
を

つ
け
て
簡
易
に
製
本
さ
れ
て
い
る
点
を
際
立
っ
た
違
い
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

巻
構
成
は
、
秀
康
代
（
第
一
）・
忠
直
代
（
第
二
）・
忠
昌
代
（
第
三
〜
四
）・
光
通
代
（
第
五
〜
九
。
第
五
付

録
一
昌
勝
代
、
同
二
昌
平
代
）・
昌
親
代
（
第
十
〜
十
二
）・
綱
昌
代
（
第
十
三
〜
十
五
）・
吉
品
代
（
第
十
六
〜

廿
六
）・
吉
邦
代
（
第
廿
七
〜
卅
四
）・
宗
昌
代
（
第
卅
五
〜
卅
六
）・
宗
矩
代
（
第
卅
七
〜
五
十
六
）・
重
昌
代
（
第

（
五
十
七
〜
六
十
六
）・
重
富
代
（
第
六
十
七
〜
百
廿
八
）・
治
好
代
（
第
百
廿
九
〜
百
五
拾
七
）・
斉
承
代
（
第
百

マ
�
）

五
十
七
〜
百
六
十
八
）・
斉
善
代
（
第
百
七
十
〜
百
七
十
三
。
百
六
十
九
は
欠
番
）
と
な
っ
て
お
り
、
清
帳
で
あ



る
越
葵
本
「
家
譜
」
と
比
較
す
る
と
、
治
好
代
と
斉
善
代
と
で
一
部
巻
数
が
一
致
し
な
い
が
、
収
録
年
数
と
期
間

は
合
致
し
て
い
る
（
越
葵
本
「
家
譜
」
で
は
斉
善
代
の
最
終
巻
は
百
七
十
四
巻
）。

外
題
が
表
紙
に
直
書
き
さ
れ
る
の
は
第
一
「
越
前
世
譜
」
と
第
五
〜
九
「
光
通
様
越
前
世
譜
」
の
み
で
あ
り
、

ほ
か
は
「
昌
親
様
」
の
よ
う
に
藩
主
名
を
様
づ
け
で
記
す
か
、「
忠
直
様
御
代
」
の
よ
う
に
藩
主
名
に
「
様
御
代
」

を
つ
け
る
だ
け
で
あ
る
（
附
録
は
表
紙
に
「
松
岡
御
世
譜
」
と
直
書
き
）。
た
だ
し
、
重
富
代
に
つ
い
て
の
み
「
重

富
様
下
書
」
の
よ
う
に
「
下
書
」
の
語
を
伴
う
も
の
が
あ
る
（
明
和
七
年
〜
寛
政
元
年
分
。
た
だ
し
、
な
い
巻
も

あ
る
）。
こ
の
ほ
か
表
紙
に
は
収
録
す
る
年
代
と
巻
数
を
記
載
す
る
が
、
巻
数
は
朱
筆
も
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

お
そ
ら
く
は
後
筆
と
推
測
で
き
る
。
重
富
代
以
降
は
一
冊
に
複
数
巻
を
収
め
る
も
の
が
出
て
く
る
た
め
、
冊
数
と

巻
数
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
重
昌
代
の
第
六
十
一
〜
六
十
六
（
宝
暦
三
〜
八
年
）、
治
好
代
の
第
百
三

十
八
（
享
和
三
年
）、
第
百
五
十
〜
百
五
十
五
（
文
政
元
〜
六
年
）
が
欠
本
と
な
っ
て
お
り
、
番
号
に
重
複
、
欠

番
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
冊
数
は
一
四
一
と
な
る
。

成
立
年
代
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
、
本
書
の
性
質
上
、
特
定
の
「
成
立
年
」
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
も
言
え
よ
う
。
天
保
十
年
五
月
、
中
根
雪
江
が
慶
永
に
あ
て
た
建
言
書
の
中
に
「
昇
安
院
様
思
召
ニ
而
御
出
来

・
・

有
之
、
其
後
追
々
書
継
候
て
、
御
右
筆
部
屋
に
有
之
候
御
家
譜
御
熟
覧
被
遊
」（
傍
点
筆
者
。
以
下
同
）
と
あ
る

よ
う
に
、
松
平
家
の
家
史
と
は
、
吉
邦
代
の
享
保
元
年
に
成
立
し
た
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」
を
、
そ
の
後

順
々
に
書
き
継
い
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
代
の
人
々
は
認
識
し
て
い
た
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月

十
七
日
、「
御
世
譜
」
に
携
わ
る
皆
川
多
左
衛
門
（
勝
章
）
以
下
九
名
の
藩
士
が
金
銀
や
小
袖
な
ど
を
下
賜
さ
れ

・
・

た
が
、
そ
の
理
由
も
「
御
世
譜
書
継
御
用
出
精
相
勤
」
と
な
っ
て
い
た
（
嘉
永
三
年
十
二
月
二
十
二
日
に
「
御
家

譜
」
を
「
御
世
譜
」
と
改
称
）。
こ
う
し
て
書
き
継
が
れ
て
い
く
途
中
に
、
六
「
越
前
世
譜
」
二
冊
や
八
「
越
前

世
譜
」
六
冊
（
と
も
に
漢
文
体
に
書
き
換
え
）、
十
「
御
家
譜
」
九
冊
や
十
一
「
越
前
世
譜
」
一
九
冊
、
十
七
「
越

前
世
譜
」
一
〇
七
冊
の
よ
う
な
、
表
紙
を
つ
け
て
製
本
さ
れ
た
清
帳
が
何
度
か
編
製
さ
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
明

治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
に
至
る
ま
で
「
家
譜
」「
世
譜
」
は
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書



き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
年
を
特
定
で
き
な
い
、
と
述
べ
た
の
は
、「
越
前
世
譜
」
の
下
書

・
草
稿
が
完
結
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
書
継
に
携
わ
っ
た
藩
士
を
、
松
平
九
一
七
号
「
�
札
」
と
同
九
二
一
号
「
士
族
」
で
検
索
し
て
み
る
と
、

・
・

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
月
八
日
、
渥
美
新
右
衛
門
（
友
崇
）
が
「
御
家
譜
□
書
次
取
調
御
用
掛
り
」
に
任
じ

ら
れ
た
も
の
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
役
職
と
し
て
「
�
札
」
等
に
明
記
さ
れ
る
以
前
に
も
、
井
上

織
之
丞
の
よ
う
に
、
家
史
の
書
継
を
担
当
し
た
藩
士
は
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
そ
の
後
、
嘉
永
四
年
に
は
先
述

の
よ
う
に
世
譜
書
継
に
携
わ
っ
て
い
た
藩
士
が
九
名
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
、
越
葵
本
「
家
譜
」
茂
昭
代
、
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
三
月
十
一
日
条
に
「
御
世
譜
局
被
相
止
、
御
右
筆
部
屋
ニ
而
書
継
候
様
被
仰
出
候
」
と
の
記

載
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
ま
で
は
藩
庁
内
に
「
御
世
譜
局
」
と
い
う
組
織
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も

跡
づ
け
ら
れ
る
（
ち
な
み
に
松
平
文
庫
史
料
に
は
「
世
譜
局
」
の
印
記
を
持
つ
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
）。
明
治

以
降
で
は
、
毛
受
将
監
（
洪
）
が
明
治
元
年
十
月
二
十
四
日
に
「
御
世
譜
掛
リ
」
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
同
二
年

十
一
月
二
十
八
日
に
は
跡
部
又
八
と
西
村
閑
次
郎
が
「
御
家
従
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、「
勤
方
是
迄
之
通
御
世
譜

方
也
」
と
す
る
記
事
が
見
え
る
。

さ
て
、
こ
う
し
て
「
家
譜
」「
世
譜
」
は
右
筆
部
屋
や
世
譜
局
で
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
が
、
編
纂
に
際
し
て

参
照
さ
れ
た
資
料
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
各
記
事
に
典
拠
資
料
と
思
し
き
資
料
名
を
頭
書
し
て
い

る
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
秀
康
代
〜
忠
昌
代
、
治
好
代
の
後
半
〜
斉
善
代
ほ
か
数
巻
に
は
頭

書
が
な
い
）。「
諸
事
留
」
や
「
御
国
諸
事
留
（
覚
）」「
江
戸
諸
事
留
（
覚
）」「
記
録
」
と
い
っ
た
記
録
類
を
頭
書

す
る
記
事
が
大
半
で
あ
る
が
、「
御
書
上
」
や
「
元
御
世
譜
（
元
譜
）」
な
ど
、
す
で
に
編
纂
さ
れ
た
家
史
を
挙
げ

る
記
事
も
あ
る
。
早
い
代
の
巻
ほ
ど
多
く
の
種
類
の
資
料
名
が
頭
書
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
光
通
代
で
は
先
述
の

資
料
の
ほ
か
、「
御
奉
書
留
」「
年
始
帳
」「
御
法
事
帳
」「
御
道
中
帳
」
な
ど
の
記
録
類
、「
袖
目
金
」「
貴
耳
録
」

「
国
事
叢
記
」
な
ど
の
藩
史
類
、「
御
系
図
」「
御
系
譜
略
」「
御
支
家
様
御
系
図
」
な
ど
の
系
図
類
、「
蘆
田
信
濃

蔵
書
」「
杉
田
旧
記
」「
大
谷
半
平
蔵
書
」
な
ど
家
臣
の
家
に
伝
わ
る
記
録
類
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。



こ
こ
に
頭
書
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
頻
繁
に
挙
げ
ら
れ
る
「
元
御
世
譜
（
元
譜
）」
と
は
、
ど
ん
な
家
史
な
の
だ

・
・

ろ
う
か
。
本
書
の
重
昌
代
巻
五
十
七
に
は
、
表
紙
見
返
し
に
「
重
昌
様
御
家
譜
、
是
迄
出
来
有
之
分
を
元
譜
と
相

唱
、
此
度
修
補
出
来
之
分
を
新
譜
と
相
唱
」
と
の
貼
紙
記
載
が
見
ら
れ
、
あ
る
時
期
に
「
新
譜
」
が
作
成
さ
れ
た

た
め
、
そ
れ
ま
で
の
分
を
「
元
譜
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
続
け
て
「
宗
矩
様
御
家
譜
ニ
相

漏
有
之
ニ
付
、
元
譜
ニ
相
載
有
之
ケ
条
之
内
、
事
ニ
�
御
表
様
ニ
可
載
ケ
条
、
若
殿
様
御
家
譜
ニ
ノ
ミ
有
之
候
而

者
、
以
来
之
書
法
見
競
不
都
合
ニ
も
可
相
成
哉
ニ
付
、
宗
矩
様
御
家
譜
増
補
出
来
、
右
様
之
類
相
記
候
へ
ハ
、
以

・
・

後
之
書
法
見
合
ニ
も
相
成
ニ
可
然
哉
と
右
増
補
之
一
冊
出
来
之
積
り
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
、
書
継
と
並
行
し
て

過
去
に
完
成
し
た
巻
に
遡
及
し
て
「
増
補
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。「
元
御
世
譜
」
を
頭
書
す

る
巻
が
、
光
通
代
（
第
五
）
か
ら
治
好
代
（
第
百
四
十
）
ま
で
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
期
間
を
記
載
し
た

家
史
が
ほ
か
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
元
御
世
譜
」
自
体
は
現
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
旦
編
製

さ
れ
た
「
家
譜
」「
世
譜
」
が
繰
り
返
し
増
補
さ
れ
、
帳
を
書
き
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま

た
、
序
文
に
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
二
月
の
年
記
を
持
つ
「
国
事
叢
記
」
が
頭
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
光
通
代
の
巻
の
増
補
作
業
が
、
弘
化
期
以
降
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

こ
う
し
て
書
き
継
が
れ
、
増
補
さ
れ
た
痕
跡
を
今
に
伝
え
る
本
書
で
あ
る
が
、
成
立
時
期
か
ら
見
て
、
お
そ
ら

く
は
二
つ
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
康
代
か
ら
宗
矩
代
（
第
一
〜
五
十
六
）
お

よ
び
重
富
代
の
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
分
か
ら
斉
善
代
の
天
保
九
年
分
（
第
百
十
三
〜
百
七
十
三
）
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
は
、
比
較
的
新
し
い
様
相
を
し
て
い
る
。
内
容
に
は
付
箋
や
貼
紙
で
の
細
か
な
修
正
や
削
除
記
号
の
跡
が

見
ら
れ
る
が
、
大
幅
な
追
記
は
多
く
は
な
く
、
冊
単
位
で
統
一
さ
れ
た
書
体
で
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
重
昌

代
か
ら
重
富
代
の
天
明
二
年
分
ま
で
を
記
し
た
グ
ル
ー
プ
（
第
五
十
七
〜
百
十
二
）
は
用
紙
も
古
く
、
内
容
に
も

削
除
よ
り
は
箇
条
単
位
で
の
異
筆
に
よ
る
追
記
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
書
重
昌
代
の
第
五
十
七
〜
六
十
で
、

行
間
に
小
さ
な
文
字
で
書
き
加
え
ら
れ
た
記
事
や
入
替
・
削
除
の
指
示
が
付
さ
れ
た
記
事
が
、十
一「
越
前
世
譜
」

重
昌
代
十
〜
十
三
で
は
最
初
か
ら
既
に
清
書
さ
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
本
書
第



五
十
七
〜
百
十
二
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
特
に
重
昌
代
第
五
十
七
〜
六
十
六
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六

三
）
の
最
終
記
事
を
持
つ
十
一
「
越
前
世
譜
」
の
成
立
よ
り
は
早
い
時
期
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
本
書
全
一
四
一
冊
（
お
よ
び
附
録
二
冊
）
は
、
異
な
る
来
歴
を
持
つ
複
数
の
グ
ル
ー
プ
を
一
群
と
し
、
後

か
ら
通
し
巻
数
を
付
与
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

十
九
、
明
治
期
成
立
「
家
譜
」

﹇
最
終
記
事

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
一
月
九
日
﹈

◇
松
平
一
一
六
号
「
御
家
譜
」

一
六
五
冊

秀
康
が
生
ま
れ
た
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
か
ら
十
六
代
斉
善
の
没
し
た
天
保
九
年
ま
で
を
全
一
七
四
巻
で
記

し
た
家
史
で
あ
る
。
た
だ
し
、
巻
三
十
七
と
三
十
八
、
四
十
四
と
四
十
五
、
四
十
六
と
四
十
七
、
百
五
十
三
と
百

五
十
四
、
百
六
十
五
と
百
六
十
六
、
百
六
十
七
と
百
六
十
八
が
そ
れ
ぞ
れ
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
巻
百
六
十
二
、
百

六
十
三
の
二
冊
が
欠
本
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
存
す
る
の
は
全
一
六
五
冊
と
な
っ
て
い
る
。

版
心
に
「
松
平
家
蔵
書
」
と
印
刷
さ
れ
た
匡
郭
の
あ
る
用
紙
を
使
用
し
て
お
り
、
二
箇
所
を
紙
縒
り
で
綴
じ
た

だ
け
の
簡
易
な
装
訂
で
あ
る
。
外
題
は
ほ
と
ん
ど
が
表
紙
に
「
家
譜
」
と
直
書
き
し
て
い
る
が
、「
御
家
譜
」（
巻

一
、
二
）、「
御
世
譜
」（
巻
三
、
四
、
七
）、「
越
前
世
譜
」（
巻
五
）、「
世
譜
」（
巻
六
、
百
三
十
二
）
と
す
る
巻

も
あ
る
。
一
方
、
内
題
も
ほ
と
ん
ど
が
巻
首
題
と
し
て
「
家
譜
巻
之
一
」
の
よ
う
に
記
す
が
、「
越
前
世
譜
巻
之

三
」（
巻
三
、
八
、
百
二
十
九
〜
百
三
十
三
）
の
よ
う
に
記
す
巻
も
見
ら
れ
る
。
表
紙
に
は
題
の
ほ
か
に
、
巻
数
、

藩
主
名
、
収
録
年
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
十
八
「
越
前
世
譜
」
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
両
者
の
外
見
を
比
較
し
て
み
る
と
、
本
書
の
方
が
成
立

は
新
し
く
見
え
、
清
帳
で
あ
る
越
葵
本
「
家
譜
」
作
成
の
際
の
校
合
原
稿
と
し
て
、
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の

と
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
表
紙
に
「
四
十
年
二
月
廿
八
日
校
合
済
」
の
よ
う
な
朱
筆
の
注
記
を
持
つ
巻
が
あ

る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
注
記
で
最
も
古
い
も
の
は
「
廿
九
年
一
月
八
日
済
」（
巻
百
三
十
三
）
で
あ

る
が
、
多
く
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
二
〜
五
月
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
（
巻
一
〜
四
十
八
ま
で
。
た
だ
し



朱
筆
の
な
い
巻
も
あ
る
）。
ま
た
、
巻
百
二
十
一
に
は
表
紙
に
「
巻
百
二
十
九
／
同
百
三
十
／
右
草
尾
氏
写
了
」

と
の
貼
紙
が
見
ら
れ
、
巻
百
二
十
九
に
は
「
是
ヨ
リ
以
下
／
草
尾
…
」
と
読
め
る
破
損
し
た
附
紙
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。

内
容
に
も
多
く
の
付
箋
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
「
原
本
」「
原
書
」「
旧
本
越
前
世
譜
」
と
の
比

較
を
し
た
上
で
、「
脱
落
ナ
ラ
ン
」「
衍
字
ナ
ラ
ン
」「
誤
写
ナ
ラ
ン
」「
全
ク
重
複
ナ
ラ
ン
」「
原
本
写
シ
誤
リ
ア

ル
ニ
似
タ
リ
」
な
ど
の
校
合
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
注
記
者
の
「
佐
々
木
」
の
丸
印
が
押
印
さ
れ
た

貼
紙
が
二
点
あ
り
、
う
ち
一
点
は
「
千
尋
按
す
る
に
…
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、「
続
再
夢
紀
事
」

の
編
纂
で
知
ら
れ
る
佐
々
木
千
尋
が
本
書
の
成
立
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
十
、
成
立
年
不
詳
「
越
前
世
譜

慶
永
代
」

﹇
最
終
記
事

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
晦
日
﹈

◇
松
平
一
一
八
号
「
越
前
世
譜

慶
永
様
御
代
」

三
三
冊

本
書
は
越
葵
本
「
家
譜
」
慶
永
代
の
う
ち
、
追
加
分
を
除
く
百
七
十
五
〜
二
百
十
巻
ま
で
三
六
冊
分
の
草
稿
で

あ
る
。
目
録
で
は
「
越
前
世
譜
」
と
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
史
料
自
体
に
は
内
題
・
外
題
と
も
に
つ
け
ら
れ

て
は
い
な
い
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
二
月
の
慶
永
家
督
か
ら
慶
応
三
年
末
ま
で
を
、
基
本
的
に
は
一
年
一
冊

ず
つ
で
扱
っ
て
い
る
が
、
天
保
九
年
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
安
政
二
（
一
八
五
五
）〜
四
年
ま
で
が
各
上
下

二
冊
、
安
政
元
年
が
上
中
下
三
冊
で
あ
り
、
安
政
五
年
の
隠
居
後
は
不
規
則
な
構
成
を
と
る
た
め
、
合
計
冊
数
は

三
三
と
な
っ
て
い
る
。

成
立
年
代
を
明
記
す
る
も
の
は
確
認
で
き
な
い
が
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
松
平
一

〇
二
号
「
御
世
譜
御
帳
目
録
」
に
は
「
慶
永
様

天
保
九
年
ヨ
リ
慶
応
三
年
迄

御
譜
草
稿

三
十
三
巻
一
箱
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
明
治
十
年
段
階
に
は
本
書
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

表
紙
に
は
、
収
録
年
号
に
加
え
「
草
稿
第
二
」
の
よ
う
に
巻
数
が
直
書
き
さ
れ
、
第
一
ノ
上
と
第
十
四
に
の
み

「
慶
永
様
御
分
」
の
文
字
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
に
は
墨
や
朱
で
「
読
合
済
」
や
「
清
帳
済
（
清



済
）」
の
文
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
本
草
稿
を
も
と
に
清
帳
が
作
成
さ
れ
た
跡
を
伝
え
て
い
る
。

越
葵
本
「
家
譜
」
と
本
草
稿
と
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
草
稿
の
方
が
圧
倒
的
に
情
報
量
は
多
い
。
試
み

に
安
政
元
年
の
正
月
か
ら
二
月
ま
で
を
扱
っ
た
草
稿
第
十
七
ノ
上
と
「
家
譜
」
慶
永
代
百
九
十
五
巻
と
を
比
べ
て

み
る
と
、
前
者
が
六
一
か
条
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
四
〇
か
条
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
草
稿
は
、
朱
に
よ
る

傍
線
や
×
印
、
○
印
、
貼
紙
な
ど
に
よ
り
、
清
帳
で
は
採
用
し
な
い
削
除
す
る
箇
条
に
印
を
つ
け
て
い
る
。
な
か

に
は
一
旦
削
除
印
を
つ
け
な
が
ら
「
イ
ケ
ル
」
と
朱
書
し
て
、
復
活
さ
せ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
越
葵
本

「
家
譜
」
慶
永
代
二
百
五
巻
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
廿
八
日
条
（
『
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
６

越

前
松
平
家
家
譜

慶
永
３
』
の
二
〇
四
頁
）
に
は
、
直
後
に
「
此
間
落
丁
ア
ル
可
シ

佐
々
木
」
と
い
う
貼
紙

が
見
ら
れ
る
が
、
草
稿
で
は
、
こ
の
落
丁
分
に
あ
た
る
五
月
廿
七
日
、
八
月
四
日
、
同
十
一
日
、
同
十
七
日
、
同

廿
四
日
の
五
箇
条
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
清
帳
に
は
見
ら
れ
な
い
草
稿
本
の
特
徴
と
し
て
、
一
部
に
記
載
の
典
拠
と
見
ら
れ
る
資
料
名
を
「
御

自
叙
」
や
「
御
国
諸
事
留
」「
江
戸
諸
事
留
」「
記
録
」「
合
同
舶
入
相
秘
記
」
の
よ
う
に
頭
書
す
る
巻
の
あ
る
点

が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
幕
閣
や
藩
の
重
臣
の
諱
を
細
筆
で
書
き
入
れ
て
い
る
点
も
、
清
帳
で
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
越
葵
本
「
家
譜
」
と
草
稿
と
を
対
校
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
の
方
針
が
見
え
て

く
る
で
あ
ろ
う
し
、
今
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
資
料
の
引
用
を
草
稿
に
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

な
お
、
松
平
文
庫
に
は
、
鈴
木
準
道
に
よ
る
本
書
の
抄
写
本
が
あ
る
。

◇
松
平
二
二
二
号
「
慶
永
公
世
譜
抜
書
」

五
冊

こ
の
ほ
か
、
福
井
市
春
嶽
公
記
念
文
庫
に
も
、
慶
永
代
の
家
譜
関
連
史
料
が
二
群
残
さ
れ
て
い
る
。

◇
春
嶽
公
記
念
文
庫
「
松
平
家
家
譜
」

一
三
綴

◇
春
嶽
公
記
念
文
庫
「
正
二
位
様
御
家
譜
草
稿
」

一
括

前
者
は
「
巻
百
七
十
五

慶
永
公
一

天
保
九
年
四
月
」
か
ら
「
巻
百
八
十
七

慶
永
公
十
三

弘
化
四
年
十

二
月
末
」
ま
で
の
一
三
冊
分
で
あ
り
、
巻
号
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
越
葵
本
「
家
譜
」
の
下
書
あ
る
い
は
そ
の
写



し
と
目
さ
れ
る
。
後
者
は
「
未
綴
残
簡
」
と
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

二
十
一
、
成
立
年
不
詳
「
越
前
世
譜

茂
昭
代
」

﹇
最
終
記
事

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
二
月
二
十
四
日
﹈

◇
松
平
一
一
九
号
「
越
前
世
譜

茂
昭
様
御
代
」

二
〇
冊

本
書
は
越
葵
本
「
家
譜
」
茂
昭
代
の
う
ち
、
二
百
十
一
〜
二
百
三
十
三
巻
ま
で
二
三
冊
分
の
草
稿
と
考
え
ら
れ

る
。
目
録
で
は
「
越
前
世
譜
」
と
あ
る
が
、
表
紙
に
は
「
茂
昭
様
御
代
」
と
直
書
き
さ
れ
る
だ
け
で
題
名
の
記
載

は
な
い
。
内
容
は
、
慶
永
の
隠
居
を
受
け
、
糸
魚
川
藩
主
松
平
直
廉
（
後
に
茂
昭
と
改
名
）
が
福
井
藩
十
八
代
の

藩
主
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
月
か
ら
明
治
二
年
末
ま
で
を
全
二
〇
冊
で
記
し
て
い
る
。

清
帳
で
あ
る
越
葵
本
「
家
譜
」
で
、
同
じ
時
期
の
分
が
二
三
冊
に
増
え
て
い
る
の
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
明
治
二
年
の
三
冊
が
そ
れ
ぞ
れ
二
冊
に
分
冊
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

本
書
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
十
年
成
立
の
松
平
一
〇
二
号
「
御
世
譜
御
帳
目
録
」
に
「
天
明
三

年
ヨ
リ
明
治
二
年
迄

御
譜
草
稿
」
と
あ
り
、
本
書
の
収
録
年
代
も
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と

も
明
治
十
年
段
階
に
は
本
書
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ほ
と
ん
ど
の
表
紙
に
「
読
合
済
」
と
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
内
容
に
も
朱
筆
や
貼
紙
に
よ
る
修
正
は
見
ら
れ
る

が
、
二
十
「
越
前
世
譜

慶
永
代
」
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
同
様
に
「
此
ケ
条
不
用
」
等
と
朱
筆
さ
れ
た

箇
所
が
見
ら
れ
、
清
帳
に
は
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
記
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
二
、
明
治
四
十
年
代
成
立
「
家
譜
」

﹇
最
終
記
事

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
二
月
二
十
二
日
﹈

◇
越
葵
文
庫
「
家
譜
」

二
七
二
冊
（
附
録
「
松
岡
家
譜
」
二
冊
を
含
む
）

秀
康
の
誕
生
し
た
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
か
ら
十
八
代
茂
昭
が
没
し
た
明
治
二
十
三
年
ま
で
を
、
全
二
七
二

冊
で
記
し
た
越
前
松
平
家
の
正
史
の
清
帳
で
あ
る
（
う
ち
二
冊
は
支
藩
松
岡
藩
の
家
譜
）。
十
八
・
二
十
・
二
十

一
の
「
越
前
世
譜
」
や
十
九
「
家
譜
」
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
清
書
本
で
は
あ
る
が
、
朱
筆
や
貼
紙
に
よ
る
注
記
、



追
記
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
本
叢
書
で
全
５
巻
に
わ
た
っ
て
翻
刻
し
た
の
は
、
こ
の
う
ち
の
慶
永
代
三
六
冊

（
百
七
十
五
〜
二
百
十
巻
）
お
よ
び
そ
の
追
加
分
一
七
冊
、
合
計
五
三
冊
分
で
あ
る
。

全
冊
統
一
の
濃
藍
の
装
訂
を
持
ち
、
網
目
文
様
の
表
紙
に
「
家
譜

秀
康
公

従
天
正
二
年
到
慶
長
十
二
年
」

の
よ
う
に
、
題
名
と
藩
主
名
、
収
録
年
代
を
示
す
題
簽
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
内
題
は
、
秀
康
代
の
一
巻
に
だ
け

巻
首
題
と
し
て
「
越
前
世
譜
」
と
記
さ
れ
る
ほ
か
は
、
茂
昭
代
の
二
百
四
十
五
〜
二
百
五
十
三
巻
お
よ
び
慶
永
代

の
二
百
十
巻
追
加
の
十
三
〜
十
七
に
だ
け
巻
首
題
と
し
て
「
家
譜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秀
康
代
一
巻
〜

重
富
代
百
十
二
巻
に
は
「
重
富
様

天
明
二
年
壬
寅
」
の
よ
う
に
、
そ
の
巻
で
収
録
す
る
藩
主
名
と
収
録
年
と
を

記
し
た
扉
が
巻
頭
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
が
、
同
じ
重
富
代
で
も
百
十
三
巻
（
天
明
三
年
）
以
降
は
扉
が
つ
け
ら

れ
な
く
な
る
（
た
だ
し
「
重
昌
公
」
五
十
六
〜
六
十
六
巻
に
も
扉
は
な
い
）。

本
書
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
『
福
井
県
史
』
や
『
福
井
市
史
』
お
よ
び
本
叢
書
の
「
解
説
」

等
で
も
触
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
詳
細
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
範
囲
で

編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

明
治
十
一
年
「
御
世
譜
」
二
三
五
冊
の
成
立

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
松
平
家
が
東
京
に
移
住
し
た
後
も

世
譜
の
編
製
は
続
け
ら
れ
た
。
越
葵
本
「
家
譜
」
茂
昭
代
に
よ
れ
ば
、
明
治
八
年
五
月
の
時
点
で
は
、
勝
木
十
蔵

が
「
御
世
譜
懸
り
」
と
し
て
事
業
を
総
括
し
て
い
た
。
翌
九
年
五
月
に
は
「
御
改
正
」
に
伴
い
、
跡
部
又
八
と
中

野
文
次
郎
が
「
御
世
譜
編
集
御
依
頼
之
儀
」
か
ら
外
さ
れ
、
代
わ
り
に
山
田
捨
九
郎
・
早
見
覚
哉
の
両
名
が
「
御

世
譜
編
製
之
要
件
」
に
つ
き
、
毛
受
と
相
談
の
上
で
事
業
を
進
め
る
よ
う
松
平
家
か
ら
依
頼
を
受
け
て
い
る
（
山

田
が
死
去
し
た
た
め
、
翌
十
年
六
月
に
は
代
わ
り
に
長
崎
基
近
に
依
頼
さ
れ
た
）。
そ
し
て
越
葵
本
「
家
譜
」
二

百
十
巻
追
加
七
、
明
治
十
一
年
十
二
月
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
毛
受
・
長
崎
・
早
見
の
三
名
は
、「
世
譜

編
纂
之
儀
」
が
「
成
功
」
し
た
こ
と
の
報
酬
と
謝
辞
を
、
茂
昭
・
慶
永
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

明
治
十
一
年
末
に
は
「
御
世
譜
」
が
三
名
の
手
に
よ
っ
て
一
旦
は
完
成
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。



し
か
し
、
こ
の
時
完
成
し
た
「
御
世
譜
」
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
慶
永
と
茂
昭
が
没
し
た
明
治
二
十
三
年

に
至
る
明
治
十
〜
二
十
年
代
の
記
録
等
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
こ
の
明
治
十
一
年
に
完
成
し
た「
御
世
譜
」

は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
を
と
り
、
何
冊
か
ら
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
松
平
一
〇
二
号
「
御
世
譜
御
帳
目
録
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
崎
、
早
見
の
両

名
に
よ
っ
て
、
明
治
十
年
十
一
月
十
三
日
に
調
査
作
成
さ
れ
た
「
御
世
譜
」
関
連
資
料
の
目
録
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
家
史
の
ほ
か
、「
国
事
叢
記
」「
袖
目
金
」
な
ど
の
藩
史
、
歴
代
の
給
帳
や
「
諸
士
先

祖
之
記
」「
�
札
」
と
い
っ
た
藩
士
関
連
資
料
、「
越
前
国
名
蹟
考
」「
越
前
国
類
聚
国
誌
」
な
ど
の
地
誌
類
ほ
か

一
〇
〇
近
い
文
献
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
「
天
正
二
年
ヨ
リ
天
明
二
年
迄

御
世
譜

百
十
二
冊
」
と

い
う
記
載
が
見
ら
れ
、
そ
の
続
き
と
見
ら
れ
る
「
天
明
三
年
ヨ
リ
明
治
二
年
迄

御
譜
草
稿

八
十
巻

三
箱

内
七
十
五
巻
清
帳
御
出
来
」（
異
筆
に
よ
る
加
筆
箇
所
で
は
「
天
明
三
年
�
明
治
二
年
迄

御
世
譜

百
弐
拾
壱

巻
／
但
今
度
更
ニ
表
紙
附
之
分
」
と
あ
る
）
と
の
記
載
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
御
世
譜
」
は
、
明
治
十

年
段
階
で
は
既
に
完
成
し
た
清
帳
と
し
て
、
天
正
二
年
〜
天
明
二
年
ま
で
の
分
一
一
二
冊
の
グ
ル
ー
プ
が
一
群
あ

り
、
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
天
明
三
年
〜
明
治
二
年
ま
で
の
分
は
、
一
二
一
冊
の
う
ち
七
五
冊
分
の
清
帳

が
完
成
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
翌
十
一
年
末
ま
で
の
約
一
年
間
の
う
ち
に
、
天
明
三
年
〜
明
治
二
年
ま
で
の
グ
ル

ー
プ
の
残
り
四
六
冊
分
の
清
帳
が
作
成
さ
れ
、
全
て
が
完
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
正
二
年
〜
天
明
二
年
ま
で
の
一
一
二
冊
と
天
明
三
年
〜
明
治
二
年
ま
で
の
一
二
一
冊
と
の
間
で
作
成
さ
れ
た

時
期
に
区
切
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
松
平
一
〇
一
号
「
御
世
譜
員
数
誌
」
で
「
御
世
譜
」
最
終
巻
が
重
富
代
の
「
第

百
十
二
巻

天
明
二
年
壬
寅
」
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
越
葵
本
「
家
譜
」
の
扉
が
一
巻
か
ら
百
十
二
巻
（
天

明
二
年
）
ま
で
し
か
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
草
稿
・
下
書
で
あ
る
十
八
「
越
前
世
譜
」
で
重
昌
代
の

第
百
十
二
（
天
明
二
年
）
と
第
百
十
三
（
天
明
三
年
）
と
の
間
で
厚
紙
表
紙
の
有
無
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら

も
、
そ
の
妥
当
性
を
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
松
平
一
〇
〇
号
「
御
世
譜
目
録
」
に
お
い
て
、「
茂
昭
公
」
の
「
第
二
百
卅
三

従
明
治
二
年
己
巳
五



月
廿
八
日
至
十
二
月
」
の
直
後
に
「
〆
」
の
記
号
が
つ
け
ら
れ
、
目
録
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
治
十

一
年
に
完
成
し
た
「
御
世
譜
」
と
は
、
第
一
〜
第
百
十
二
（
天
正
二
年
〜
天
明
二
年
）
全
一
一
二
冊
と
第
百
十
三

〜
第
二
百
三
十
三
（
天
明
三
年
〜
明
治
二
年
）
全
一
二
一
冊
、
こ
れ
に
第
五
の
附
録
「
松
岡
家
（
譜
）」
二
冊
を

加
え
た
合
計
二
三
五
冊
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
九
年
末
〜
十
年
初
頭

に
か
け
て
、
世
譜
の
清
書
（
謄
写
）
業
務
に
、
本
多
醇
世
・
服
部
市
九
郎
の
二
名
が
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
福

井
県
文
書
館
資
料
叢
書
７

越
前
松
平
家
家
譜

慶
永
４
』
の
「
解
説
」
に
紹
介
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

「
家
譜
」
二
七
二
冊
の
完
成

次
に
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
「
御
世
譜
」
全
二
三
三
冊
お
よ
び
「
松
岡

家
（
譜
）」
二
冊
が
完
成
し
た
後
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
改
め
て
全
二
七
二
冊
か
ら
な
る
越
葵
本
「
家
譜
」
が

編
纂
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
「
御
世
譜
」
と
「
家
譜
」
の
構
成
を
比
較
す
る
事
か
ら

始
め
て
み
よ
う
。
実
は
明
治
十
一
年
に
完
成
し
た
「
御
世
譜
」
全
二
三
五
冊
は
ど
の
文
庫
に
も
現
存
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
そ
の
内
容
目
録
と
考
え
ら
れ
る
松
平
一
〇
〇
号
「
御
世
譜
目
録
」
と
越
葵
本
「
家
譜
」
と
を
比
較
し

て
み
る
と
、
秀
康
代
（
一
巻
）、
忠
直
代
（
二
巻
）、
忠
昌
代
（
三
〜
四
巻
）、
光
通
代
（
五
〜
九
巻
）、
昌
親
代
（
十

〜
十
二
巻
）、
綱
昌
代
（
十
三
〜
十
五
巻
）、
吉
品
代
（
十
六
〜
二
十
六
巻
）、
吉
邦
代
（
二
十
七
〜
三
十
四
巻
）、

宗
昌
代
（
三
十
五
〜
三
十
六
巻
）、
宗
矩
代
（
三
十
七
〜
五
十
六
巻
）、
重
昌
代
（
五
十
七
〜
六
十
六
巻
）、
重
富

代
（
六
十
七
〜
百
二
十
八
巻
）、
治
好
代
（
百
二
十
九
〜
百
五
十
六
巻
）、
斉
承
代
（
百
五
十
七
〜
百
六
十
八
巻
）、

斉
善
代
（
百
六
十
九
〜
百
七
十
四
巻
）、
以
上
十
六
代
ま
で
の
構
成
は
両
者
と
も
全
く
変
わ
ら
な
い
。
違
い
が
あ

る
の
は
「
御
世
譜
」
で
は
、
慶
永
代
が
天
保
九
年
〜
慶
応
三
年
（
百
七
十
五
〜
二
百
十
巻
）
で
終
わ
っ
て
い
る
の

に
対
し
、「
家
譜
」
で
は
「
二
百
十
巻
追
加
」
と
し
て
一
七
冊
分
（
明
治
元
年
〜
明
治
二
十
三
年
）
が
加
え
ら
れ

た
点
、
ま
た
「
御
世
譜
」
で
は
茂
昭
代
が
安
政
五
年
〜
明
治
二
年
（
二
百
十
一
〜
二
百
三
十
三
巻
）
で
終
わ
っ
て

い
た
の
に
対
し
、「
家
譜
」
で
は
そ
の
続
き
と
し
て
明
治
三
年
〜
同
二
十
三
年
分
（
二
百
三
十
四
〜
二
百
五
十
三

巻
）
の
二
〇
冊
が
書
き
加
え
ら
れ
た
点
、
以
上
の
二
点
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
慶
永
代
と
茂
昭
代
の
追
加
分
、
計
三
七
冊
は
い
つ
か
ら
編
纂
さ
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
越
葵
本



「
家
譜
」
茂
昭
代
、
明
治
二
十
二
年
四
月
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
村
田
氏
寿
・
伊
藤
輔
・
佐
々
木
千
尋
・

中
根
新
の
四
名
が
「
慶
永
公
及
ひ
茂
昭
公
に
係
る
家
記
編
纂
の
事
」
を
嘱
託
さ
れ
た
と
い
う
。
直
接
に
は
、
後
に

「
続
再
夢
紀
事
」
二
二
巻
お
よ
び
「
松
平
春
嶽
公
松
平
�
嶽
公
履
歴
略
」
一
巻
、「
会
津
征
討
出
兵
記
」
八
巻
、「
征

長
出
陣
記
」
三
巻
、
以
上
の
四
書
に
結
実
す
る
編
纂
事
業
の
委
託
を
指
し
た
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
関
連
し
て

同
月
十
二
日
条
に
は
、
松
平
邸
に
開
設
さ
れ
た
「
編
纂
局
」
に
、
伊
藤
・
佐
々
木
・
中
根
お
よ
び
草
尾
一
馬
の
四

名
が
日
曜
祭
日
を
除
き
毎
日
出
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
編
纂
局
（
編
輯
所
）
で
彼
ら
が
従
事
し
た
編
纂
及
び
謄
写
業
務
の
内
容
は
、
越
前
史
料
「
松
平
家
編
纂
事

業
録
（
村
田
巌
彦
蔵
）」
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
佐
々
木
と
中
根
の
二
名
は
編
纂
に
あ
た
り
、
草
尾
お
よ

び
井
原
来
尊
の
二
名
は
謄
写
（
表
装
）
に
あ
た
っ
た
。
編
纂
書
目
に
は
、
先
述
の
四
書
の
ほ
か
、
慶
永
と
茂
昭
に

関
す
る
「
御
譜
」
関
係
資
料
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。「
正
二
位
様
御
譜
草
稿
」「
従
一
位
様
御
譜
草
稿
」
と
記
さ

れ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
「
慶
永
公
譜
」「
慶
永
公
御
譜
草
稿
」
と
同
一
で
あ
ろ
う
。
こ
の
草
稿
の
慶
応
三
年
十
月

十
三
日
〜
明
治
十
五
年
ま
で
の
二
一
冊
分
は
、
中
根
が
明
治
二
十
一
年
春
か
ら
二
十
四
年
二
月
に
か
け
て
編
纂
し

た
も
の
で
、
明
治
十
六
年
〜
二
十
三
年
ま
で
の
八
冊
分
は
、
佐
々
木
が
明
治
二
十
四
年
頃
か
ら
二
十
七
年
末
に
か

け
て
編
纂
し
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
「
正
三
位
様
御
譜
草
稿
」
す
な
わ
ち
「
茂
昭
公
御
譜
」
は
、
明
治
三
年
〜
十

三
年
の
一
一
冊
分
を
、
中
根
が
明
治
二
十
一
年
春
か
ら
二
十
二
年
末
に
か
け
て
編
纂
し
、
明
治
十
四
年
〜
二
十
三

年
ま
で
の
一
〇
冊
分
は
、
佐
々
木
が
明
治
二
十
六
年
か
ら
二
十
七
年
末
に
か
け
て
編
纂
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

明
治
二
十
七
年
末
に
は
、
慶
永
代
一
七
冊
、
茂
昭
代
二
〇
冊
の
追
加
分
の
草
稿
は
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
な

お
、
こ
の
佐
々
木
に
よ
る
茂
昭
代
の
追
加
分
草
稿
一
〇
冊
が
、
松
平
文
庫
に
未
整
理
史
料
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い

る
）。更

に
こ
れ
ら
の
草
稿
を
元
に
、
清
帳
が
作
成
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
か
。「
松
平
家
編
纂
事
業
録
」

に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
七
年
の
一
年
間
を
か
け
て
「
慶
永
公
御
家
譜
」
の
明
治
十
六
〜
十
九
年
分
の
八
冊
お
よ
び

「
茂
昭
公
御
家
譜
」
の
明
治
十
六
、
十
七
、
二
十
〜
二
十
三
年
分
の
六
冊
が
、
草
尾
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
と
い



う
。
謄
写
者
で
あ
る
草
尾
の
名
は
、
追
加
分
の
編
纂
者
で
あ
る
佐
々
木
の
名
と
と
も
に
、
十
九
「
家
譜
」
に
も
見

え
て
い
た
。
十
九
「
家
譜
」
の
最
も
古
い
校
合
注
記
が
明
治
二
十
九
年
の
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
も
の
が
明
治
四

十
年
五
月
二
十
一
日
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
清
帳
で
あ
る
越
葵
本
「
家
譜
」
の
謄

写
が
完
了
し
、
表
装
が
整
え
ら
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
七
〜
四
十
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
全
二
七
二
冊

が
完
成
し
た
の
は
明
治
四
十
年
代
の
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
明
治
十
一
年
に
ひ
と
ま
ず
完
成
し
た
「
御
世
譜
」
二
三
五
冊
が
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
通

り
だ
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
更
に
推
論
を
重
ね
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
御
世
譜
」
は
題
簽
だ
け
が
つ
け
替
え
ら
れ

て
、
越
葵
本
「
家
譜
」
に
改
め
ら
れ
た
た
め
、
ど
こ
に
も
現
存
し
な
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
明

治
十
一
年
の
完
成
時
に
「
体
裁
簡
易
ニ
シ
テ
頗
省
冗
贅
、
永
世
之
宝
器
」
と
表
現
さ
れ
、
そ
の
完
成
が
「
歓
喜
之

至
」
と
ま
で
喜
ば
れ
た
「
御
世
譜
」
が
、
そ
の
後
に
廃
棄
、
紛
失
に
至
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
二
百
三
十
四
〜

二
百
五
十
三
巻
お
よ
び
二
百
十
巻
の
追
加
一
七
冊
、
合
計
三
七
冊
分
の
清
帳
の
完
成
に
あ
わ
せ
、「
御
世
譜
」
一

〜
二
百
三
十
三
巻
の
内
容
は
更
に
校
合
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
貼
紙
、
朱
筆
等
で
「
御
世
譜
」
に
追
記
さ
れ

た
。
そ
し
て
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
題
名
が
「
御
世
譜
」
か
ら
「
家
譜
」
へ
と
変
更
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
の
日
付
を
持
つ
「
続
再
夢
紀
事
」
の
村
田
氏
寿
の
序
文
で
は
「
御

家
譜
」
の
名
称
が
登
場
し
て
い
る
）。

こ
う
し
て
秀
康
が
誕
生
し
た
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
か
ら
、
慶
永
と
茂
昭
が
没
し
た
明
治
二
十
三
年
に
至
る

三
一
七
年
間
に
及
ぶ
松
平
家
の
歴
史
書
は
明
治
四
十
年
代
に
完
成
し
た
。
越
葵
本
「
家
譜
」
は
、
こ
れ
で
一
区
切

り
が
つ
け
ら
れ
た
が
、「
家
譜
」
の
編
纂
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
次
代
の
当
主
で
あ
る
康
荘
代
に
つ
い

て
も
、
そ
の
逝
去
翌
年
に
あ
た
る
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
七
月
か
ら
「
御
家
譜
草
稿
」
が
起
稿
さ
れ
て
お
り
、

現
在
そ
の
草
稿
や
下
書
の
一
部
が
松
平
文
庫
と
越
葵
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に



本
稿
で
解
題
し
て
き
た
松
平
家
の
家
史
は
、
大
別
す
る
と
次
の
二
群
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
幕

府
の
編
纂
物
の
資
料
と
す
る
た
め
に
老
中
や
林
家
に
提
出
し
た
「
書
上
」
の
群
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
藩
主
の
命

に
よ
り
藩
機
構
（
明
治
以
後
は
家
政
機
構
）
の
中
で
長
く
書
き
継
が
れ
て
き
た
「
世
譜
」「
家
譜
」
の
群
で
あ
る
。

松
平
家
の
場
合
、
複
数
代
に
わ
た
る
家
史
の
編
纂
を
始
め
た
の
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
幕
府
の
求
め

に
応
じ
て
提
出
し
た
二
「
御
家
録
（
貞
享
書
上
）」（
秀
康
、
忠
昌
、
光
通
の
三
代
分
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、

こ
の
二
の
書
上
を
基
に
し
て
幕
府
へ
の
書
上
類
は
作
成
さ
れ
て
い
く
が
、そ
の
内
容
は「
公
儀（
幕
府
・
将
軍
家
）」

と
藩
主
と
の
関
わ
り
、
す
な
わ
ち
「
公
」
的
な
事
柄
の
み
を
簡
潔
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
三
・
五
・
七
・

十
四
・
十
六
）。
こ
う
し
た
書
上
類
に
は
、
文
章
体
に
よ
る
記
載
の
少
な
い
「
家
系
」（
十
二
・
十
三
・
十
五
・
十

六
）
や
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
よ
う
に
系
図
的
性
格
の
強
い
「
家
譜
」（
十
四
）「
系
譜
」（
十
五
）
も
含
ま
れ

て
い
た
。「
家
譜
」
の
語
を
含
む
題
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
越
葵
本
「
家
譜
」

と
は
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
書
上
類
に
対
し
て
、
二
「
御
家
録
（
貞
享
書
上
）」
の
簡
潔
過
ぎ
る
内
容
を
補
う
形
で
編
纂
さ
れ
始

め
た
の
が
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
成
立
し
た
四
「
御
家
譜
御
下
書
之
草
案
」（
秀
康
代
〜
吉
邦
代
途
中
）

で
あ
っ
た
。
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
も
の
で
、
書
上
類
に
比
し
て
よ
り
詳
し
い
内
容
を
持
っ
て
い
た
。

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た
家
史
は
、
六
「
越
前
世
譜
」
二
冊
（
秀
康
代
〜
吉
邦
代
）
や
八
「
越
前
世
譜
」

六
冊
（
秀
康
代
〜
宗
矩
代
）
の
よ
う
に
、
漢
文
体
に
書
き
改
め
ら
れ
、
儒
者
に
よ
る
序
文
を
つ
け
て
藩
主
に
提
出

さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
は
漢
文
体
へ
の
書
き
換
え
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文

の
ま
ま
に
書
き
継
が
れ
た
家
史
（
九
「
御
世
譜
」
一
冊
）
が
清
書
さ
れ
、
そ
れ
に
表
紙
を
つ
け
て
、
十
「
御
家
譜
」

九
冊
（
秀
康
代
〜
宗
矩
代
）
や
十
一
「
越
前
世
譜
」
一
九
冊
（
秀
康
代
〜
重
昌
代
）
の
よ
う
な
清
帳
が
編
製
さ
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
よ
る
家
史
は
書
き
継
が
れ
て
い
く
が
、
単
に
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
だ
け
で

な
く
、
新
し
い
資
料
に
基
づ
き
内
容
が
増
補
さ
れ
た
り
、
帳
が
書
き
改
め
ら
れ
た
り
し
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
、
家



史
の
情
報
量
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
時
期
が
訪
れ
る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
画
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

お
そ
ら
く
は
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
十
七
「
越
前
世
譜
」
一
二
四
巻
（
秀
康
代
〜
重
富
代
途
中
）
や
十
八
「
越

前
世
譜
」
一
七
三
巻
（
秀
康
代
〜
斉
善
代
）
の
よ
う
に
一
〇
〇
巻
を
超
え
る
大
部
の
家
史
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
こ
こ
で
は
「
公
」
に
つ
い
て
の
記
載
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
私
」
す
な
わ
ち
福
井
藩
の
支
配
全
般
や
藩

領
内
の
社
会
状
況
、
松
平
家
の
私
的
な
事
柄
に
ま
で
家
史
の
記
載
内
容
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

明
治
維
新
を
は
さ
ん
で
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
ま
で
に
は
、
既
に
慶
永
代
（
二
十
）
と
茂
昭
代
（
二
十
一
）

の
世
譜
草
稿
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
一
年
末
に
は
秀
康
代
か
ら
茂
昭
代
（
明
治
二
年
ま
で
）
に
及
ぶ
「
御

世
譜
」
全
二
三
五
冊
（「
松
岡
家
（
譜
）」
二
冊
を
含
む
）
の
清
帳
が
完
成
し
て
い
た
。
こ
れ
は
他
の
旧
大
名
家
に

お
け
る
家
史
編
纂
事
業
と
比
較
し
て
も
、
か
な
り
早
い
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
更
に

明
治
二
十
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
追
加
分
の
編
纂
事
業
を
経
て
、
お
そ
ら
く
は
明
治
四
十
年
代
に
は
越
葵
本
「
家

譜
」
全
二
七
二
冊
（
天
正
二
年
〜
明
治
二
十
三
年
。「
松
岡
家
譜
」
二
冊
を
含
む
）
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
始
ま
っ
た
松
平
家
の
家
史
編
纂
事
業
を
、
明
治
の
末
年
ま
で
概

観
し
て
き
た
。
本
来
な
ら
ば
各
家
史
の
内
容
を
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
期
ご
と
に
よ
っ
て
異
な

る
家
史
編
纂
の
方
法
や
意
図
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
が
、
種
類
や
冊
数
が
膨
大
な
数
に
上
る
た
め
、

そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、
本
叢
書
で
翻
刻
さ
れ
た
越
葵
本
「
家
譜
」
慶
永
代
を
読
む
に
あ
た
っ
て
不
可
欠
と
な
る
二
つ
の
「
読

み
比
べ
」
に
つ
い
て
述
べ
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
越
葵
本
「
家
譜
」
茂
昭
代
と
の
読
み
比
べ
は
、
慶
永
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
月
に
隠
居
・
急
度

慎
を
命
ぜ
ら
れ
た
以
後
の
福
井
藩
や
松
平
家
の
動
向
を
知
る
上
で
は
必
須
で
あ
ろ
う
。
慶
永
の
受
譴
期
に
あ
た
る

安
政
五
年
十
月
〜
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
一
月
ま
で
の
約
三
年
間
が
、
越
葵
本
「
家
譜
」
慶
永
代
で
は
二
百

五
巻
の
一
冊
に
簡
略
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、「
家
譜
」
茂
昭
代
で
は
二
百
十
一
〜
二
百
十
五
の
五



冊
に
分
け
て
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
文
久
二
年
〜
明
治
二
十
三
年
の
分
に
つ
い
て
も
、
慶
永
代

は
二
百
六
〜
二
百
十
巻
お
よ
び
追
加
分
の
合
計
二
二
冊
で
あ
る
の
に
対
し
、
茂
昭
代
は
二
百
十
六
〜
二
百
五
十
三

巻
の
合
計
三
八
冊
と
な
っ
て
い
る
。
慶
永
と
茂
昭
の
二
人
が
関
わ
っ
た
で
き
ご
と
に
つ
い
て
も
、
慶
永
代
の
巻
で

は
例
え
ば
「
茂
昭
公
譜
に
記
載
せ
り
故
に
爰
に
は
載
せ
す
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
茂
昭
代
の
巻
を

参
照
し
な
が
ら
併
読
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

次
に
二
十
「
越
前
世
譜

慶
永
代
」
と
の
読
み
比
べ
は
、
越
葵
本
「
家
譜
」
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
記
事
を
把

握
す
る
意
味
で
有
益
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
奉
答
紀
事
」
や
「
再
夢
紀
事
」
な
ど
、
中
根
雪
江
の
手
に
な
る
史
書

等
で
も
「
家
譜
」
に
掲
載
さ
れ
た
以
外
の
で
き
ご
と
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
二
十
「
越
前
世
譜

慶
永
代
」

の
記
事
は
、
そ
れ
を
も
更
に
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
越
葵
本
「
家
譜
」
と
の
対
校
を
行
い
、
何
が
追
加
さ
れ
、
何

が
削
除
さ
れ
た
か
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
は
、
越
葵
本
「
家
譜
」
全
巻
を
貫
く
編
纂
方
針
を
把
握
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
二
十
「
越
前
世
譜

慶
永
代
」
は
、
福
井
県
立
図
書
館
で
複
製
本
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の

で
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。


